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        私はウエディングドレスが、飾られているショーウインドウの前で立ち止まった。

        今回の仕事の関係で『結婚』に関することを調べているせいか、結婚とは何だろうと考えるときが多くなり、そのたびに憂鬱になる。

        「はぁ……」

        思わず大きなため息をついてしまう。

        私は今、恋をしているのだろうか。

        今までまともに恋愛をしたことがなく、仕事と子育てに奔走してきたが、人生観を変えてくれるような人に出会ってしまった。でも……決してこの想いは伝えることがないだろう。永遠にこの気持ちは胸に秘めたままなのだ。

        娘が保育園を卒園して、その人に会えなくなってしまったとしても……きっと、私はこの想いを胸に抱きつつ、生きていくのだろう。そう感じるようになっていた。

        他人には理解できないかもしれないけれど、こういう生き方もあるのかもしれないと私は思う。

        その人の存在が私を元気づけてくれ、勇気づけてくれるの。

        その笑顔にいつも救われている。

        彼女と出会えたことで私は、前向きに歩いて行こうと思えているのだ。

        


        　

        　

    

    
        第一章　忙しすぎる毎日に

        　

        「まりか、準備しないと遅れちゃうよ」

        朝の忙しい時間帯なのに、バタバタとまりかは一ＤＫの狭い部屋を走り回っている。

        朝食も食べずにお人形さんで遊びたいと、言うことを聞いてくれない。

        「まりか！」

        出勤時間も迫っているので、思わず大きな声を出してしまう。

        五歳になったばかりのまりかは、最近反抗期に突入したらしい。

        「ほら、ちゃんとお洋服着て」

        「嫌。まりか、今日はスカートが履きたい気分なの」

        「えー。さっきはズボンがいいと、言ったじゃない」

        イーッと憎たらしい表情を向けて、また彼女は走り回る。

        毎日朝の時間帯は戦場だ。

        スカートを持ってきた私は、まりかを捕まえた。

        キャハハと楽しそうな笑い声を上げている。

        やっとおとなしく服を着替えてくれて、黒色のサラサラの髪の毛を二つに結んだ。前髪はぱっつんと切り揃えられていて、大きな瞳がキラキラしている。

        朝食の小さく握ったおにぎりを、食べさせて家を出る。ママチャリに乗せて、保育園までダッシュだ。

        ゴールデンウィークが終わり、気温はだんだんと上昇している。

        「星奈せいなちゃん、もっと頑張って漕いで」

        「頑張ってるよ！」

        スカートのスーツ姿に、パンプスでママチャリを爆走。

        後ろで元気いっぱい応援してくれるまりかに、負けずに返事をした。

        まりかは、私が産んだ子供ではない。

        タレ目の私とまりかの顔は全然似ていないので、見る人が見たら親子じゃないとわかるかもしれない。

        「星奈ちゃん、もうちょっと」

        「うりゃぁあああ」

        「キャハハハ」

        まりかは、私のことを『お母さん』とは呼ばない。きっと小さかったけれど、自分の母親の存在をはっきりと覚えているのだろう。

        彼女の母は、私の姉だった。

        結婚しないまま姉は妊娠し、シングルマザーの道を選んだ。

        ところがある日、彼女は重い病になり、まりかの三歳の誕生日に亡くなってしまった。

        こんな小さな子供を、私は責任を持って育てることができるか、悩みに悩んだ。

        うちの両親はもうすでに他界している。まりかにとって、血のつながりのあるのは私しかいない。

        私は当時、二十二歳。短大を卒業していて、もうすでに社会人として働いてはいたけれど、自分はまだまだ子供だと思っていた。

        そんな私が子供を育てていけるのかと、不安でたまらなかったけれど、この子をひとりにしておくことができなかった。

        自分の人生をかけて、まりかを育てようと決意したのである。

        　

        保育園に到着したのは、八時ちょうど。

        まりかは咲村先生の姿を発見すると、一目散に走り出す。

        「咲村先生、おはよう！」

        「まりかちゃん、おはよう」

        色白でセミロングの黒色のストレートヘアーを、シュシュで一つに結んであり、Ｔシャツにジーンズ、そこに黄色いチューリップの絵の描いた、エプロンをつけている。

        スラッとした体型で清楚な彼女は、咲村さきむら亜由美あゆみ先生だ。

        まりかは、咲村先生のことが大好きである。

        先生も私たちのことは理解してくれているので、なにかと気を使ってくれている。

        「星奈さん、おはようございます」

        先生は私のことを、下の名前で呼んでくれる。

        他の子供のお母さんには『◯◯ちゃんのお母さん』と呼ぶけど、まりかの気持ちを酌んでくれているのだろう。

        彼女の笑顔を見たら心が暖かくなる。

        いつも朝の挨拶しかしないけれど、もっといろいろ話してみたい。

        私は先生に挨拶してから、しゃがんでまりかに視線を合わせる。

        「まりか、先生の言うことをちゃんと聞いてね」

        「はーい」

        まりかはとてもいい返事をしたけど、すでに私のことなど目に入っていないようだ。

        「行ってくるわね」

        「いってらっしゃ～い」

        立ち上がった私は咲村先生に視線を合わせると、先生は穏やかな笑みを浮かべている。まりかの保育園ノートと、汗をかいたときのための、着替えなどが入ったバッグを預けた。

        「お仕事頑張ってくださいね。いってらっしゃい」

        私は声をかけてもらい、心臓がドクンと跳ねた。まさか女性に、こんなときめきに似た感情を抱くと思わなかったけれど、最近これは気のせいではないと、思うようになってきている。

        世の中の男性は、結婚したら新妻に、このようなかわいらしい笑顔で送り出してもらうのかなと……ついこんな想像してしまうのだ。

        私は間違いなく毎朝、この人に声をかけてもらうことで、エネルギーをチャージしていた。

        「ありがとうございます。行ってきます」

        私はママチャリを飛ばして、職場へと急いだ。

        　

        私は小さな出版社で、雑誌の編集をしており、二十代から四十代の女性に向けて美容やファッションなど、プチ情報が掲載されている雑誌を作っている。大手出版社から転職したのは二年前。

        仕事と子育ての両立はどうしても難しく、せっかく入社できた大手出版社を、泣く泣く退社した。まず保育園を探し、そこからでも通勤できる出版社や、編集プロダクションを探していたら、たまたま運よく元職場の先輩から、紹介してもらえたのだ。

        保育園から職場へは、自転車で急げば二十分で到着する距離である。

        職場の人たちも私の家庭の事情を理解してくれて、なんとか働けている。……とはいっても、頼れる身内がいないので家に仕事を持ち帰り、睡眠時間を削っているのは間違いない。

        九階建てのビルに会社があり、編集部の扉を開くと、お世辞にも綺麗とは言えない空間が広がっている。

        「おはようございます」

        「おはよう」

        机の上にパソコンが置かれていて、チェック中の印刷された原稿や、資料が散乱している。

        編集長のふくよかな中年男性の河野かわのさんは、いつもポロシャツにジーンズを履いている。

        出版社の編集部といえば、テレビドラマならスーツをしっかり着て、仕事をしているイメージがあると友達に言われたことがあるが、実際はこんなものだ。

        私はどうしても取材に行かなきゃいけない日は、スーツを着るけれど。

        自転車を飛ばしてきたのでボサボサの髪、汗だくの顔と乱れた服装の私を見るなり、編集長は驚いた顔をしている。

        「今日も大変だったようだね？　ものすごい疲れた顔をしているよ」

        編集長が言葉をかけてきた。私は苦笑いを浮かべる。

        「ええ……。朝から怪獣になってました……」

        「女の子だからまだいいかも。男の子だったら本当に大変だよ。まりかちゃんはかわいらしくていい子じゃないか。たまに会いたいな」

        「まりかも、編集長に会いたがっていました。いつも美味しいものを食べさせてくれるから、あのおじちゃん大好きって」

        「おじちゃん？　そっか、まりかちゃんには、そう見えるのか……」

        出版社のメンバーは全員で十人。

        女性と男性が半分くらいの割合でいて、小さな出版社だけれど、和気藹々わきあいあいとやらせてもらっている。

        入社して二年になる私に、編集長はプロジェクトリーダーに任命してくれた。

        今の時代、結婚式の価値観も多様化しているので、豪華にやりたい派とリーズナブルに済ませたい派の両方がある。

        今回は結婚式や、ウエディングドレスについての特集にしようと思っていた。

        私は自分の席につくと、まとめてきた資料をパソコンに打ち込んでいく。小さい頃から文章を書くのが好きだったし、出版系の仕事は自分に合っていると思うけれど、締め切りがあるのが大変なところだ。

        まりかのためにも頑張る必要があったが、何より私は仕事のやり甲斐を感じていた。

        　

        定時で退社しようとしたとき、後輩の中村なかむら希子きこさんが悲鳴を上げた。

        「うそー」

        「どうしたの？」

        立ち上がって彼女の席に近づくと、顔面蒼白になっている。

        「データが消えてしまいました……」

        「えー」

        彼女が担当していたのは納品が明日だ。そうしなければ、印刷会社にも間に合わない。

        予定を変更すると、大きな損失を生むことになるのだ。これはまずい。

        「私も手伝う」

        「だって、お迎えがあるんじゃ……」

        中村さんが申し訳なさそうな視線を向けてきたので、安心させるように微笑んだ。

        「二時間くらいだけど、延長保育お願いしてくるから、ちょっと待ってて」

        スマートフォンを片手に私は廊下へ出て、保育園に電話をかけると、咲村先生が電話に出てくれる。

        事情を話して、延長できる最大の夜九時まで、まりかを見てもらうことにした。

        自分の席に戻って、中村さんから困っている場所を教えてもらい、原稿を作っていく。

        幼いまりかには、いつも我慢させてしまっている。保育園にも突発的な延長が多くなり、申し訳ない。少しでも早く終わらせて迎えに行こう。

        仕事に集中するが、焦るとミスが多くなってしまう。なんとか気持ちを落ち着けながら、パソコンに向かっていた。

        　

        仕事を終えた私は、ママチャリで急いで保育園に向かった。

        帰る途中にある、居酒屋から出てきた若い男女のグループに、ふと視線がいく。

        お酒を飲んでよほど楽しかったのだろう、女の子は男にしなだれかかり甘えている。そんな同世代の人たちが羨ましい。たまにはああやって、何もかも忘れて騒ぎたい。だけど……なにくそ、私にはまりかがいる。まりかを育てることが生きがいだと思って、見ぬふりして自転車を漕いだ。

        保育園に到着して自転車から下りた。

        建物の一部だけ明かりがついているが、静まり返っていた。寂しい思いをさせてしまって申し訳なくなる。

        「すいません、遅くなりました」

        玄関に入ると、まりかがひとりで寂しそうに絵本を読んでいる。咲村先生が柔らかい笑みを浮かべて出迎えてくれた。

        先生は私を見るなり、心配そうな顔をした。

        「大丈夫ですか？　目の下にクマ……疲れた顔してますよ」

        「あわわわ……大丈夫です。急な残業ですみません。まりかは大丈夫でしたか？」

        「ええ、いい子にしていましたよ」

        「そうですか、ありがとうございます」

        「まりかちゃん、星奈さんがお迎えに来てくれたわよ」

        まりかが手を引かれてやって来るが、夜も遅いので少し眠そうな顔をしていた。

        遅くなるときは保育園の先生が、近くで買い物をしてきてくれ、何か適当に食べさせてくれるから、夜ご飯の心配はしなくても大丈夫だ。

        「まりか、遅くなってごめんね」

        「……」

        寂しかったのか、目を合わせてくれない。

        私は困ったなと思いながら、しゃがんでいると、咲村先生がまりかの頭をやさしく撫でた。

        「寂しかったんだよね？　まりかちゃん、頑張ったもんね。でも、星奈さんも一生懸命お仕事頑張ってきたのよ。おかえりって言ってあげて」

        諭されたまりかは、恥ずかしそうに視線を合わせてきた。

        「おかえり」

        「ただいま」

        おかえりと言ってもらえると、疲れも吹き飛んでしまう。私はまりかの小さな手を握った。

        「帰ろうか」

        まりかは、コクリと頷く。

        「ありがとうございました」

        「気をつけて、また明日」

        咲村先生に頭を下げて、私たちは家に帰ることにした。

        ママチャリを飛ばして、自宅に到着したのはもうすぐ二十二時。

        まりかをお風呂に入れて、寝かしつけると、簡単にカップラーメンを食べてから、保育園ノートを眺めた。

        『今日、まりかちゃんは、遊園地に行きたいと言っていました。あと、大きくなったら本を書くお仕事がしたいと話しておりました。星奈さんの背中を見ているのですね。咲村』

        丁寧で綺麗な読みやすい字に、胸がほっこりとする。

        「よし、頑張ろうかな」

        残っていた仕事を片付けるために、ノートパソコンをテーブルに置いた。

        さすがに疲れが溜まってきて、目がしょぼしょぼするけれど、なんとか乗り切らなければと、気合いを入れながら原稿を作っていった。

        


        　

        　

    

    
        第二章　彼女の言葉に救われて

        　

        今日も朝の戦場を終えて、私は職場へ出勤するため自転車に向かっていた。

        手こずっていた原稿が一つ終わり、気持ち的に少し楽であるが、昨夜はついついソファーの上で眠ってしまったので、体の節々が痛い。

        起きたときに、喉の痛みもあって寒気もしていたが、本日取材を受けてくれる会社があるので、どうしても予定を変更することができず、私は出勤した。

        　

        取材を終えて事務所に戻ってくると、目眩めまいがして瞳を閉じた。

        こめかみを押さえている私に気がついた編集長が、心配そうに視線を向けてくる。

        「鮎川さん、大丈夫かい？」

        「は、はい」

        心配させないように、笑みを浮かべるが吐き気がする。

        どうしても会社にいる間に、まとめてしまいたい記事があるので、もう少し頑張ろう。

        私がプロジェクトリーダーとなっている仕事なので、きっちりと済ませたかった。

        パソコンに向かっているけれど、文字がぼやけて見づらい。だんだんと冷や汗をかいてきて、この場にいるのが辛くなってきた。

        時計に目を移すと夕方の五時になっている。診てもらえるところはあるかもしれないが、病院に行けば保育園のお迎えが遅くなってしまう。

        今日は定時で上がって、ハンバーグを作ってあげる約束をしているのだ。最近残業が続いているので、まりかには寂しい思いをさせている。なんとか持ちこたえたいと思いながら過ごしていたが、激しい頭痛に襲われて、私はそのまま意識を失ってしまった。

        　

        ふと、目が覚めた。

        ぼんやりとした頭で、周りをキョロキョロと眺めると、白い壁が目に入る。ここはどこだろうと焦った私は、顔を動かすと手が点滴でつながれていた。

        「……病院？」

        ここはベッドの上、病室で私は眠っていたらしい。

        自分がどうやってここまで運ばれてきたのか、全く記憶にないが、かなり体調が悪くなり倒れたところまで覚えている。

        まりかを迎えに行かなければ！

        体を起こしたとき、部屋のドアが開いた。中に入ってきたのは咲村先生だ。

        あれ、どうして先生がいるの？　私はどのくらいの間、眠っていたのだろう。

        会社は？　仕事は？　パニック状態になりながらも、自分がひどい顔をしていることに羞恥心を覚えた。……先生に、こんな髪の毛がぐちゃぐちゃで、メイクがボロボロな姿を見せたくないよ……。

        「咲村先生……あの……わ、私……」

        「目を覚ましたんですね！　よかったわ。心配していましたよ」

        「先生、まりかは……！」

        慌てて尋ねると、私を安心させるように、やさしく微笑んでくれた。

        「大丈夫ですよ。わたしの母が一緒にいるので、安心してください」

        母というのは園長先生のことだ。咲村先生は園長先生の娘なのである。

        「心労が溜まっていて倒れたようです。会社から病院に運ばれたと、保育園にご連絡をいただいて……。わたしは、星奈さんの様子を見に来ました」

        「すみません……ご迷惑をおかけしてしまって……」

        「一日入院してしっかり休養をすれば、明日は退院できるとのことですよ」

        大きな病気でなくてよかったと私は、ほっとした。

        「看護師さんを呼んできますね」

        「はい」

        常日頃、まりかを守るために健康には気をつけているつもりだけど、プロジェクトリーダーになってから、無理しすぎていたのかもしれない。

        咲村先生は廊下に出て、しばらくするとナースと一緒に入ってきた。

        看護師さんがバイタルチェックをしてくれた。

        「何かあれば、ナースコールを押してくださいね」

        看護師はパソコンに記録してから、部屋を出ていく。

        咲村先生はパイプ椅子に腰をかけて、柔らかな瞳で私のことを見つめた。

        なんてことだ。私のせいでみんなに迷惑を掛けてしまった。

        会社の人たちもさぞや困ったことだろう。

        身寄りがいないとはいえ、保育園の先生に、ここまで迷惑をかけてしまって申し訳ない。謝ろうと思って口を開けたとき、咲村先生が先に言葉を発した。

        「今まで、ひとりでよく頑張ってきましたね」

        「え？」

        予想外の言葉を言われたので私は黙り込み、大きく目を見開いて、彼女の瞳を唖然として見つめた。

        「世の中にはとても悲しいことですが、自分の産んだ子供ですら、育児放棄をする人もいるんです。星奈さんはまだお若いのに、頑張って仕事をしながら、精一杯まりかちゃんに愛情を注いで、育てていると思います。わたし、その姿にすごく尊敬をしていました」

        そんなこと、言ってくれると思わなかった。

        わかってくれる人がいたんだ。

        当たり前のことをしていると思いながら生きてきたけど、人に認めてもらえたのが素直に胸に響いた。

        私はつい、涙がポロッとこぼれた。

        「す、すみません」

        「星奈さん、少しでもいいから誰かに甘えてください。その役目、わたしじゃ駄目ですか？」

        綺麗な指先が、私の頬に伸びてきて涙を拭ってくれる。その距離感に私はドキドキして、頬が熱くなってしまった。

        「……咲村先生」

        至近距離で視線が絡み合う。

        このまま、ふたりだけの世界に吸い込まれてしまいそう。

        「で、でもっ、ご迷惑をかけてしまって、本当に申し訳ないです……」

        私は正気になろうと思って、少し距離を置いた。

        危なかった。もし、咲村先生が男性なら、このままキスをしてしまっていたかもしれない。

        今頃、まりかは、園長先生と一緒にいるから、穏やかに過ごしているだろうけど……。

        まりかと離れたことがないので、心配でうつむいてしまう。

        「あの子と離れた経験がなくて」

        「母も一緒にいますし、今日は自分のことを考えてください」

        安心させるように言ってくれる。私は心許ない気持ちで先生を見つめた。

        「保育園の先生がそこまで世話を焼いてと、思われるかもしれませんが、わたしは心から、星奈さんとまりかちゃんを応援したいと思っているのですよ。だから今は保育園の先生というより、ひとりの友人として、力を貸しているのだと考えてもらえませんか？」

        そう言って首を傾けて、私の瞳を覗き込んでくる。

        あぁ、かわいい……。美しい……。本当に咲村先生って素敵な人だ。

        ありがたい心遣いだけど、そこまで甘えてしまってもいいのだろうか？

        動揺していると、手を握ってくれた。

        「人は助け合って、生きていくものだと思うんです。お互い様ですよ。何かあったら、わたしも助けてもらいますから、今はゆっくりと休んでください」

        私はコクリと頷いた。

        「咲村先生、本当にありがとうございます」

        「いいえ」

        頭を左右に振って、にっこりと笑ってくれる。私は本当にいい人に恵まれている。会社の人も理解あるし、保育園の先生も親切だ。

        「では、一度家に帰りますね。また明日、退院のときに迎えに行きますから」

        「本当にありがとうございます」

        私はベッドの上で頭を深く下げた。咲村先生はゆっくりと立ち上がって、部屋を出ていく。病室にひとりになり、ぼんやりと扉を見つめていた。

        私は胸に手を当てて深呼吸をした。体調が悪いせいか、胸のあたりが息苦しい。

        ゆっくり眠って疲れを取ろうと横になったが、頭に浮かんでくるのは、咲村先生の笑顔ばかりだ。

        彼女のことを思い浮かべると頬が熱くなり、どうしようもない気持ちになってしまう。

        「だって……あんなに綺麗な人に、やさしくしてもらうなんて……」

        きっと私が男だったら、彼女に恋していたに違いない。いや……素直になって考えてみて？

        保育園に迎えに行くときも、いつも彼女に会えることが楽しみで仕方なかった。その上、家の家庭環境のことを心配して、親切にしてくれているのだろうけれど、励ましてくれて、私を安心させようとしてくれた。あんなことされたら、同性同士なのに好きになってしまう。

        私は今まで、男女の交際というものをしたことがなかった。

        男の人が特別嫌いというわけではないのだけれど、男性に恋愛感情を抱いたことはない。かといって、女性にも恋愛感情も抱いたことはなかった。

        これは正真正銘の私の初恋。しかもまさか、女性のことを好きになってしまうなんて予想もしていなかった。

        「どうしよう」

        はっきりと、これが『恋』なのだと自覚してしまった。

        明日からどんな顔をして、咲村先生と会えばいいのかと悩んでしまう。

        恋をしたことがないから、私はこの先どんなふうになってしまうのかと、少し怖くなった。

        まりか……いい子にしていてね。

        スマホに入っているまりかの写真を見つめてから、私は眠りについた。

        　

        　　　◆

        　

        「星奈ちゃん！」

        　次の日は土曜日で会社が休みだったので、咲村先生とまりかが一緒に、病院に迎えに来てくれた。

        「まりかっ」

        姉が亡くなってから一度も、離れたことがなかったから、会えて本当に嬉しい。私はまりかを思いっきり抱きしめた。

        「いい子にしてた？」

        「うん！　でも、星奈ちゃんがいなかったから、寂しくて眠れなかったの」

        寂しい思いをさせてしまって、本当に申し訳ない。

        咲村先生に視線を移して、深々と頭を下げた。

        「本当にありがとうございました……」

        先生の顔を見ると心臓がドキドキして、壊れそうになってしまう。

        これは完璧に恋をしてしまった証拠だ。でも、悟られるわけにはいかないので、私はいつもと変わらないような素振りをした。

        「さ、家に帰りましょう」

        咲村先生が車で家まで送ってくれた。まりかは私のことがとにかく心配なようで、ゆっくり眠ってと言ってベッドに連れて行こうとする。

        私は大丈夫だよとまりかを安心させて、今日はのんびりと過ごすことにした。

        　

        月曜日の朝、まりかを保育園まで連れて行くと、咲村先生が出迎えてくれた。

        今日も先生は綺麗で、笑顔が美しい。先日お世話になったこともあり、私の気持ちは膨らむばかりだ。

        恋心を抱いていると知られて嫌われたくないので、平常心で接することができるようにと意識する。

        先生はまりかと挨拶を終えてから、私に視線を注いでくれた。

        「星奈さん、体調は大丈夫ですか？」

        「はい、本当にありがとうございました。これつまらないものですが」

        近くのスーパーで売っていた菓子折りを渡す。本当はもっといい物でお礼をしたかったが、時間がなかった。先生は困った表情で拒否するが、なんとか手渡す。

        「そんな、気を使わないでください」

        何度も断られたが、なんとか受け取ってくれた。

        「あの、今度……改めてお礼をさせてもらえませんか？」

        勇気を出してそう言うと彼女は一瞬驚いたようだったけど、笑顔を向けてくれた。

        「お礼なんていいですよ。でもお茶しましょう。次の土曜日なんてどうですか？」

        「ぜひ！」

        「うふふ、楽しみにしております」

        まりかを預けて、私は自転車を漕いだ。

        プライベートでお茶ができるなんて嬉しい。そのせいかいつもより、ペダルが軽い気がする。私の話を聞いてくれようとしているのかもしれない。せっかくのお休みなのに気を使わせてしまっただろうか……。

        　

        会社に行くと、編集長が心配して駆け寄ってきた。

        「体調はいいのか？　あまり、無理しないでいいんだぞ」

        「ご迷惑をおかけしてしまって、申し訳ありません」

        「いやいや、無理をさせたのは僕だからね。プロジェクトリーダーを任せたいと思っていたんだが、まりかちゃんがもう少し大きくなるまでは、見合わせるほうがいいかな」

        私の顔を見て、探るように尋ねてくる。

        せっかく任せてもらえた仕事から、外れるのはとても悲しい。でも子供を育てていくために、工夫しながら働いていくべきなのだ。

        納得はしているが、素直に頷けなかった。

        黙っていたが、編集長には私が了承したと受け取ったらしく、自分の席に戻った。

        私はパソコンに向かって、文字を打ち込んでいく。

        せっかくのプロジェクトリーダーだったのに、残念だが、気持ちを切り替えてやるしかない。

        それから数時後、次のリーダーが発表されて、私は彼女に引き継ぎを行った。編集長はあまり落ち込むことはないと励ましてくれたけれど、やはりあまりいい気持ちはしなかった。

        　

        　　　◆

        　

        楽しみにしていた土曜日がやってきた。

        今日は、咲村先生の家に招待してくれるとのことで、まりかと一緒にチョコレートケーキを焼いてから、出かける準備をした。

        仕事は責任職を解任されてしまったけれど、そのおかげで心も身体も少し余裕ができていた。

        まりかには白いカットソーと、チェック柄のスカートを穿かせる。

        私は何を着ようかと悩んだけれど、あまり気合を入れすぎるのもどうかなと、ベージュのワンピースを着た。

        先生は、保育園の近くにあるマンションで、ひとり暮らしをしているそうだ。もちろん遊びに行ったことはない。

        まりかと先生の家に向かっていると、だんだん緊張してくる。

        好きな人の家に行けるなんてとても幸せだ。チョコレートケーキ……気に入ってくれたら嬉しいな、と考えながら、歩いていた。

        マンションに到着してチャイム押すとすぐに応答してくれ、オートロックが開かれた。

        エレベーターから出ると、扉を開いて待っていてくれる。

        保育園にいるときは、いつもＴシャツとジーンズという格好だけれど、今日は柔らかいパステルピンクのワンピースを着ていた。

        いつも以上に、かわいらしく見えて、ドキドキしてしまう。

        「ようこそ」

        「先生、こんにちは」

        まりかが元気いっぱい挨拶をする。

        「こんにちは。ちゃんとご挨拶ができて偉いわね」

        咲村先生の視線が私に向けられる。私は緊張しながら笑みを浮かべて、紙袋を差し出した。

        「手作りなのでお口に合わないかもしれませんが……チョコレートケーキを作ってきました」

        「まあ、ありがとうございます！　とても嬉しいわ。せっかくなのでみんなで食べましょう」

        「お邪魔します」

        憧れの人の部屋。

        玄関に入った瞬間、とても甘くていい香りがした。

        廊下があって進んで行くと、リビングルームにつながっている。白とベージュの家具が中心に置かれており、太陽が差し込んできて、とても清潔感のある部屋だった。

        「咲村先生らしいお部屋ですね！」

        「そうですか？」

        楽しそうに笑いながら、キッチンで紅茶を淹れてくれる。まりかには、オレンジジュースを用意してくれた。

        「すごく美味しそうなケーキ」

        嬉しそうにしてくれる姿を見ていると、胸が温かくなり、私はつい笑みを浮かべてしまう。

        ソファーに腰をかけて待っている間、憧れの人の家にいるのだと思うと、気持ちが一気に盛り上がってくる。

        ローテーブルに、切り分けたケーキと紅茶を運んでくれた。

        花柄のかわいらしいお皿に乗っているのを見たら、自分が焼いたケーキが特別なものになった気がした。

        「さっそくいただきます」

        小さく切り分けておいしそうに頬張ると、瞳をキラキラと輝かせて私に視線を送った。

        「手作りと思えないほど、素晴らしい味ですね！」

        「まりかと一緒に作ったんです。先生に喜んでもらえて嬉しいです」

        食べながら他愛のない話をしているなんて、信じられない。

        この時間があまりにも幸せで、私は夢の中にいるような気持ちになっていた。

        「まりか、動物園に行きたいの」

        「そう、今度一緒に行こうね」

        子供は突然、突拍子もないことを言う。でも、保育園ノートにも『動物園に行きたがっている』と書いてあったことを思い出した。

        「星奈ちゃん、お仕事忙しいから……」

        今度一緒に行こうと約束しても、いつも仕事を持ち帰って忙しいため、あまり遠出することができなかったのだ。

        休みといえば、近くの公園で少し遊んで、家に戻ってきて仕事をする日々だったので、まりかなりに我慢してくれているのかもしれない。

        「お仕事、少し楽になったから今度行こう」

        私は申し訳ない気持ちでそう言うと、彼女はコクリと頷いた。

        咲村先生は心配そうな表情を浮かべて、私を見つめている。

        「実は、プロジェクトリーダーから外されてしまって……」

        「そうでしたか」

        「でも自分の時間に余裕ができたので、今はよかったのかもしれません」

        心配させないように笑顔を向けて、私はティーカップに口をつけた。

        彼女は、すべて悟ってくれたかのように頷いてくれる。話を聞いてもらうだけで、気持ちが楽になるものだ。

        ケーキを食べ終えてからも、私はとても楽しい時間を過ごしていたけれど、まりかは子供なので飽きてきたようだ。

        絵本を読んだり、テレビでアニメを観たりしていたけれど、暇になってきたみたいで家の中を歩きはじめた。

        「まりか、家の物を勝手に触っちゃ駄目だよ」

        「うん！」

        とてもいい返事をしているけれど、何か物を壊してしまわないかと心配。いろいろな物に興味のある年齢なので、あっちこっちこっそり触ろうとするのだ。

        まりかは立ち止まってなにかを見ている。興味の対象が見つかったらしい。

        「あ、ウェディングドレスだ！」

        「え？」

        まりかの声の方向には、確かにウエディングドレスを着た、咲村先生の写真が飾ってある。あれ、先生は独身のはずだけど……。

        気になってじっくり見たいと思っていると、先生は恥ずかしそうに頬を桃色に染めて、慌てて立ち上がった。

        「あら、嫌だわ……。見られたくないものを……。片付けるのを忘れていたみたい」

        そう言いながら、その写真を隠してしまった。

        まりかの意識をそらすためか、先生は紙とクレヨンを出してきた。

        「まりかちゃん、今度一緒に動物園に行こうか。どんな動物が見たい？　ここに描いて見せて」

        「本当に？　行く！」

        まりかの興味は、すぐに動物園に行くことに向いてしまう。さすが、保育園の先生だなと感心していた。

        私は咲村先生が、過去に結婚していたことを知って、胸が痛くなる。

        先生ほど綺麗な人だったら、結婚をしていてもおかしくない。

        どんな理由があって離婚したのかな。

        勝手な想像でしかないけど、先生に非があるなんて思えない。

        病気で亡くなったとか、旦那さんの浮気とか？

        もしかしたら、まだ別れた旦那さんのことを好きなのかもしれない……。

        そんなことを考えたら、胸の奥から得体のしれない嫉妬が湧き上がってきて、泣きたくなる。

        「ね、星奈さん。お仕事に余裕ができたなら、もしよければ一緒に動物園に行ってもいいですか？」

        話しかけられた私は意識が戻ってきて、ハッとした。

        「三人で動物園に行ったら、楽しそうだなって思ったんです」

        これ以上親しくなると、ますます好きになってしまいそうだ。一方的に想っているのは私だけなのに……。

        行けない理由を探していたけれど、まりかが期待に満ちている目を向けてくるので、断ることなんて出来なかった。

        「ええ、ぜひ」

        「いつにする？」

        間髪入れずに、まりかが問いかけてくる。

        「来週なんてどうでしょうか？」

        答えに困っていると、咲村先生が笑顔を向けながら提案してきた。

        「ら、来週？」

        二週続けてプライベートで会ってくれるなんて。思わず私は、素っ頓狂な声を出してしまう。

        「ご都合、悪いですか？」

        「ちょっと待ってください」

        念の為、スケジュールをスマホで確認するが、なにも予定は入っていなかった。

        「大丈夫でした。よろしくお願いします」

        「やったー！」

        まりかが、やった、やったと喜んで飛び跳ねている。

        とんでもない話の流れになってしまったと思い、苦笑いをした。

        まりかが動物の絵を描くことに夢中になっている隣で、先生と私は会話を続ける。

        「そうだ。動物園に行く日は、わたしがお弁当を作りますね。ケーキをご馳走になったお礼です」

        「そんな、お礼がしたくて、いつも何かできることがないかと考えているんですよ。一緒に行ってもらえるだけでも感謝なのに……」

        「うふふ、星奈さんって、本当に律儀な人ですね」

        美しい笑顔を浮かべながら、ティーカップを持つ指先が綺麗だ。

        サラサラの髪の毛がすごく魅力的で、色が白くて華奢で、本当に素敵な人だと見入ってしまう。

        外見だけじゃない。

        私の言いたいことも汲み取ってくれて、そして心から心配して、私が前向きになるような言葉を言ってくれる。

        こんなに美人なのに性格もいいなんて、神様はこの人にどれほどの才能を与えたのだろうか？

        「ああら、眠っちゃったわね」

        まりかは、絵を描いているうちに疲れて眠ってしまったようだ。

        私は抱っこして帰ろうとしたけれど、手首をつかんで止められる。

        少し触れられただけで、心臓が爆発してしまいそうなほどドキドキした。

        「このまま眠らせてあげましょう？」

        頷いた私に先生が微笑んだ。先生が花柄のピンク色のブランケットをかけてくれる。まりかは安心して、気持ちよさそうな表情で眠っていた。

        「紅茶のおかわりいかがですか？」

        「お休みの日なのに、長居してしまって、すみません」

        「そんなに謝らないでください。私はもっと、星奈さんと仲よくなりたいって思っているんです」

        ドキッとするセリフに、私は固まってしまった。

        「保育園の先生なのに、こんなこと言ったら駄目でしょうか？　誰にでも言ってるわけじゃないんです。星奈さんことが心配ですし……」

        困ったような表情を浮かべながら、先生は空っぽになったティーカップを持って、キッチンへ向かった。

        深い意味はないかもしれないけど、気に入ってくれているようで嬉しい。

        おかわりの紅茶を持って戻ってきた先生が、にっこりと微笑んだ。

        「私はまりかちゃんのおかげで、星奈さんと出会えて嬉しいです。星奈さんは子育てとお仕事両立させて大変だと思いますけど、どなたかいい人は、いらっしゃらないんですか？」

        「……ま、まりかが、私の生きがいなんです」

        突然私の話になったので、私は動揺しながらも、紅茶を持ってきてくれたお礼のため頭を下げた。

        「私は、まりかを育てるために生きていくと覚悟したんです。だから、結婚とかあんまり考えていなくて……。もし男性と一緒に暮らしたら、この子が成長して思春期になったとき、嫌な思いをするんじゃないかなと……。この前までプロジェクトリーダーだったのですが、ウエディングをテーマに考えていたんです。自分には縁がないものだったので、とても難しいテーマでした。なので、プロジェクトリーダーから外れて、良かったかもしれません」

        私は自嘲気味に笑ったが、隠していた本心をつい話してしまって、慌てて謝った。

        「なんだか、自分のことばかり……すみません」

        「いいえ、気にしないでください。話をしてくれて逆にありがたいです」

        先生はじっくりと耳を傾けてくれるので、すごく話しやすかった。

        「まりかちゃんのこと、本当に大切に考えてくれているんですね。だからまりかちゃんはとてもいい子なのね」

        「咲村先生にそう言っていただけると嬉しいです」

        私は男性とお付き合いをして、結婚をするという道は考えられない。それは今、目の前にいる素敵な人に、深く心を奪われてしまっているから。でも、女性と結婚するなんて夢は、叶えることができない。このまま誰にも言わずに秘めていよう。

        　

        まりかがぐっすり眠ってくれていたおかげで、いろんな話をすることができた。

        やがて、目を覚ましたまりかと私は、先生のマンションを後にした。

        来週末が楽しみだ。

        


        　

        　

    

    
        第三章　ふたりきりの夜

        　

        週末に楽しみがある私はなぜか、毎日元気いっぱい仕事をすることができた。

        原稿の文章もスムーズに進んでいく。

        「編集長、チェックお願いします」

        「お、今週は調子がいいね。プロジェクトリーダーをやめたから、肩の荷が下りたかな？」

        「……心残りはありますが、今自分ができる立場で、頑張ろうと思えたんです」

        「そうか」

        温かい瞳で、編集長が私のことを見つめてくれる。

        こういう考えに至ったのは、咲村先生が励ましてくれたのが大きい。

        以前は頑張っても、まだ努力が足りない人間だと、追い詰めるところがあったけど、あの人が私の頑張りを認めてくれて、励ましてくれたからだ。

        誰かを好きになるということは、なんと毎日が充実して素晴らしいことだろう。

        「記事、チェックしておくね」

        「よろしくお願いします」

        私の恋愛はハッピーエンドではないと思うけれど、自分が元気になれるような恋であれば、これはプラスなのかもしれない。まだまだ世間一般的には、同性愛は認められていない。だから私は咲村先生に、恋心を告白するつもりはないが、片思いするのは許してほしいと思っていた。

        自分の席に戻ってパソコンに向かっていると、私の代わりにプロジェクトを引き受けてくれた一つ先輩の清尾せおさんが、困惑した表情を浮かべている。

        「……すみません」

        なんだか申し訳なくなって謝ると、彼女はハッとして頭を左右に振った。

        「いえ、いえ。気にしないで。私はいつかあなたに、プロジェクトリーダーをやってもらいたいと思っているわ。だって、途中まで作ってくれた記事を見たら、目の付け所がすごいんだもの。尊敬するわ。自分の不甲斐なさに落ち込んでいただけだから」

        まさか、そんなことを言ってくれると思わなくて、私は嬉しかった。

        　

        土曜日、咲村先生が車で迎えに来てくれた。

        今日はすごく天気がいい。

        まりかには、ピンク色のチューリップの絵が描かれたＴシャツと、チェックのショートパンツを履かせ、麦わら帽子をかぶせた。

        私は動きやすいように、ジーンズとＴシャツ。

        先生も動物園で歩き回るので、保育園にいるときのような服装をしていた。

        まりかを助手席に乗せて、私は後ろの席に座らせてもらう。

        動物園に行くことができて、まりかは嬉しくてたまらないようで、車の中ではいつも以上におしゃべりになっていた。

        あっという間に到着して園内に入ると、休日ということでたくさんの人で賑わっていた。

        「まずは、何を見に行こうか？」

        「おサルさん！」

        うさぎなどのかわいらしい動物を上げるかと思ったら、まりかはサルを見たいと言う。

        私とまりかが手をつないで、まりかと先生が手をつなぐ。

        まるで家族三人で歩いているような構図だ。この姿を見るだけで私は幸せな気持ちになっていた。

        「わー！　おサルさんがいっぱいいる」

        サル山があり、まりかは目を大きく見開き、テンションを上げて叫んだ。

        咲村先生が、私のほうをチラッと見てニコッと笑う。

        よかったですねと、言ってくれているような表情だったので、私も笑顔を向ける。

        サルを見てから、ライオンを見て、カバを見て……。

        太陽の日差しが熱いというのに、まりかは元気一杯に歩いている。

        汗をびっしょりかいているので、時折冷たいタオルで拭いてやり、お茶を飲ませる。キャッキャと本当に楽しそう。これも、先生のおかげだ。

        きっと彼女は過去に結婚していただろうから、恋愛対象は男性だろう。だから私なんて対象外だ。でも、こうしてプライベートを一緒に過ごしていると、もっともっと好きになってしまいそうで怖い。

        「まりかちゃん、お昼ご飯にしようか？」

        「うん！」

        日陰を探して、シートを広げて座った。

        周りにもお弁当を食べている人がいっぱいいて、賑やかだ。

        先生が作ってきてくれたお弁当を広げた。

        サンドイッチや卵焼き、ウィンナーなどの子供が大好きそうなおかずが、たくさん入っていた。ちゃんと野菜も入っている。人参が花びらの形をしていて、かわいらしい。

        「うわぁ、美味しそう！」

        まりかが嬉しそうな声を上げた。

        「どうぞ召し上がれ」

        「先生、本当にありがとうございます。いただきます」

        卵焼きを口に入れると程よく甘い。私が大好きな味の卵焼きだ。

        「すごく美味しいです」

        「甘めの卵焼きなんですが、大丈夫でしたか？」

        「私もまりかも、甘い方が好きなんです」

        「そう、食べ物の趣味が同じでよかったわ。卵焼きは絶対甘い方がいいわよね！」

        そう言って無邪気な笑顔を浮かべたので、私は心臓がドキドキと高鳴った。

        あぁ、やっぱり好きだなと思ってしまう。

        いつまでも、彼女の笑顔をそばで見ていたい……。

        「まりかちゃん、たくさん食べてね」

        「うんっ」

        いつも食事のときは遊んでばかりで、あまり食べないのに、今日はたくさん食べてくれた。ちょっと嫉妬しちゃうけれど、それだけ先生の作ってくれた料理が美味しかったのだろう。

        私も美味しくて、毎日でも食べたいと思ってしまった。

        お昼ご飯を終えて、また園内をゆっくりと歩いた。

        午後三時まで楽しく遊んだ私たちは、帰ることにして、駐車場に向かう。

        まりかは名残惜しそうに、何度も振り返っていた。

        先生はスマホにメッセージが届いたようで、チェックしている。

        誰からだろう。もしかして、恋人がいるのかもしれない。せっかくの休日に付き合わせて申し訳なかったなぁ……。

        「まりかちゃん、園長先生に会いたくない？」

        「会いたい！」

        予想外の発言に、私は驚いて目を大きく見開いた。

        「星奈さん、今夜って予定ありますか？」

        「え？　いえ……」

        「母からメッセージが来て、友人が行く予定だったクラシックコンサートのチケットが、二枚あるから行かないかって……。子供は入場できないコンサートなので、母がまりかちゃんを預かってくれるって言ってますが、どうでしょうか？」

        断る理由なんてないけれど、ふたりきりになるなんて……！　胸が熱くなって平静を装うのがやっとだった。

        「いいよ！　園長先生と遊んでいるから、行っておいでよ」

        まりかが満面の笑みを浮かべて、背中を押してくれる。そんな深い意味は持ってないと思うけど、まるで私の気持ちを知っているみたい。

        「ありがとう、まりか。じゃあ、咲村先生と行ってこようかな」

        まさかの展開に、心臓はドキドキしておかしくなりそうだ。

        「母と星奈さんって、背格好同じくらいかしら？」

        「え？」

        「せっかくなので、お洒落してから行きましょう」

        歩きながら話をしていると、駐車場に到着した。

        「母の服でよければ着てください。母、年齢の割には若い人が着られそうな服も持っているので」

        「……なんだか、恐れ多いです」

        「気にしないで」

        そう言われて園長先生の家に直行する。

        咲村先生のマンションからは、車で十分くらいのところだった。

        　

        「まりかちゃんいらっしゃい」

        　園長先生が出迎えてくれる。咲村先生が遠慮しないでと言って、まりかの背中をそっと押す。

        私は園長先生の家に来るのに、手土産も何も持って来ないで、家の中に入れてもらうのも申し訳ない気持ちだった。

        「星奈さん、どうぞ」

        笑顔で園長先生が入室を促してくれたので、私は頭を下げた。

        「お邪魔します」

        「お母さん、コンサートに着ていくような服あるかな？　動物園に行っていたから、わたしたちラフな格好なの」

        「ええ、いくつかあるわよ」

        園長先生のお洋服を借りるなんて恐れ多いが、ふたりとも全然気にしなくていいと言ってくれた。何着か持ってきてくれた服を受け取って、私と咲村先生は先生のお部屋に入った。

        「近いんだけど、どうしてもひとり暮らしをしたくて出てったの。まあでもしょっちゅう帰って来ているから、ここにもわたしの荷物とか、メイク道具とか結構あるのよ」

        「そうなんですか」

        十二畳ほどある部屋は綺麗に片付けられていて、シンプルで素敵だ。

        「どの服がいいかしらね」

        私に似合うものを選んでくれる。

        「うん、これがいいかしら」

        選んでくれたのはアイボリーのサテンのワンピース。咲村先生はグレーのワンピースを選んだ。

        「着替えてから、メイク直してあげるわね」

        「は、はい」

        どうやら一緒に着替えるようだ。

        好きな人の前で下着姿になるのは、少し恥ずかしかったけれど、意識しているのは私だけなのかも……。女性同士なのだから、あまり深くは考えないでＴシャツを脱いだ。

        ワンピースに袖を通すと、背中のファスナーを上げてくれる。

        「ありがとうございます」

        「いいえ。わたしも着替えるから、ファスナーお願いしてもいい？」

        「はい」

        服を脱いでブラジャーとショーツ姿になった先生に、自然と目が行ってしまう。スポーツタイプの動きやすい下着だが、成熟した女性の体だった。無駄な贅肉が一つもついていなくてスラーっとしており、まるでモデル体型だ。ファスナーを上げるために後ろに回って、手をかけた。

        「先生、スタイルすごくいいですね。私なんてお肉が」

        「女の人はちょっとお肉がついているほうが、愛らしいと思うけどなぁ。それに星奈さんは全然太ってないわよ」

        振り返った先生が柔らかな笑みを浮かべた。

        「次は、汗をかいてメイクも崩れてしまったから、直しましょう。椅子に座って」

        「え？」

        「わたし、人のメイクを直すのが好きなのよ」

        顔が近づいて息がかかりそうになり、呼吸が苦しくなりそうだった。時折、先生の指が頬に触れて、私は心臓が早鐘を打っていた。

        口紅を塗るために筆につけている。間接キスになってしまうのに、嫌じゃないのかな……。

        「口、開いて……そう上手ね」

        至近距離で目が合って微笑まれたので、反射的に目を閉じた。先生があまりにも美しすぎて動揺してしまう。

        あっという間にメイクが終わり、一人で勝手に興奮していた私は、恥ずかしさと嬉しさが混ざって、複雑な気持ちになっていた。

        「さ、できた」

        全身鏡を覗くと、とても品のいいお嬢様に変身している。

        「これが、私……別人みたい！」

        　長い間、おしゃれとは無縁だった私が、女であることを思い出した。

        鏡越しで目が合って、咲村先生が微笑んでくれた。

        「とても似合っているわ。星奈さん、綺麗よ」

        艶っぽい声音にドキドキが止まらない。先生は私がこんなにも動揺していることに、気がついているのかな……。

        「たまには、気分転換にゆっくりしてきましょう」

        「はいっ……」

        少しだけ、咲村先生との距離感が近づいた感じがするけれど、気のせいだろうか？

        先生と保護者だけじゃなくて、友達という関係でもない、不思議な距離感……。

        　

        準備を終えて、園長先生からコンサートのチケットを受け取って、私たちは家を出ることにした。

        「遅くなるから、今日はまりかちゃんを家で預かっていますよ」

        「え！　いえいえ、そんな」

        そこまでお世話になるわけにはと否定するけれど、咲村先生も頷く。

        「そうね。コンサート見てきたら、少しお酒でも飲んでこようかしら」

        「いいんじゃないの？　まりかちゃん、園長先生のお家でお泊まりしてもいい？」

        園長先生が問いかけると、まりかは元気よく頷いた。

        「まりか、園長先生の家にお泊りする！」

        私の家庭環境を知っているせいか、とても親切にしてくれるので本当にありがたかった。

        今日はお言葉に甘えて、大好きな咲村先生とコンサートを楽しんで来よう。

        　

        ふたりでタクシーに乗って会場に向かうと、Ｓ席のいい場所だった。クラシックなんてよくわからないけれど、コンサートなんていつぶりだろう。

        席に並んで腰をかけると、先生の女性らしい甘くていい香りがして、胸がキュンとする。咲村先生って、本当に素敵な女性だ。自分が男性だったらよかったな……なんて思ってしまう。

        会場が暗くなり演奏がはじまる。素敵な音色に、私はすっかり心が奪われてしまった。こんなに優雅な気分になれるなんて、クラッシックっていいな。でも気分が高揚する一番の理由は、大好きな人が隣にいることだろう。

        　

        あっという間に時間が過ぎ、コンサートが終わり、会場をあとにした。

        「本当にありがとうございました。いい経験ができました」

        「ここの近くに、夜景の綺麗なバーがあるんだけど、少しお酒に付き合ってもらえませんか？　お腹も空いちゃいましたし」

        「あ、はい！　ぜひ」

        断る理由なんてないので、私は今日を楽しもうと思い、一緒に行くことにした。お店でお酒を飲むなんて、いつぶりだろう。

        まりかと生活するようになってからは、ゆっくりお酒を飲みに行くこともなかった。

        カウンター席に案内されて景色を見渡すと、宝石箱をひっくり返したような夜景が広がっている。

        「うわ……ロマンチック」

        「うふふ。こういうところには、好きな人と来たかった？」

        射抜くように見つめられ、私は言葉を失ってしまう。好きなのは咲村先生なんですって言えたら、どれほど楽かな。でも、言えずに苦笑いしてごまかした。

        「女同士でこういうところに来るのもいいと思わない？」

        「そうですね！」

        先生が選んでくれたピンク色のお酒が、かわいらしい小さなグラスに入って運ばれてきた。

        甘いお酒とこの空間に、私はあっという間に酔ってしまいそうだった。

        「今日は一日本当に楽しかったです。この幸せな時間が終わらなければいいのになーって」

        うっとりしながら呟くと、先生はやさしい笑顔を向けてこちらを向いている。

        「また楽しい時間を一緒に過ごしましょう？　わたし、なるべく星奈さんに都合を合わせるから」

        社交辞令で言ってくれているのだろうが、私の胸もキュンキュンしてどうにかなってしまいそうだった。

        ゆっくりとお酒を飲んで、夜も深まってきた頃、私たちはバーを出た。外はぬるい風が吹いていて、薄着でもまったく寒くない。むしろ散歩するにはちょうどいい。

        私たちはバーから駅に向かって、ゆっくりと歩いていた。ほとんど人通りのない路地に入る。

        「ここの道をショートカットすると、近道なんですよ」

        「そうですか。詳しいんですね」

        先生がふふふと笑っている。

        ほろ酔い気分の彼女もいいなぁ。なんだかかわいらしい。

        「先生、本当にありがとうございました」

        「こちらこそ、遅い時間まで付き合わせてしまい、申し訳なかったです……」

        「いえいえ、謝らないでください。楽しくてたまりませんでしたよ」

        「実は、本当のことを言うと……コンサートチケットは母の友人からもらったものではなくて、わたしが予約していたものなんです」

        まさかの事実に、私はびっくりして先生を見つめた。いつもと様子が違うのは明らかで、何か思いつめたような口調で話しはじめた。

        「わたし、星奈さんのことが好きです」

        「えっ？」

        心臓はドラムのビートを打ちまくり、血圧が上がり過ぎて倒れてしまいそうだ。

        何？　何かの聞き間違い？

        私のことが好き？

        予期せぬ告白に、頭の中は嵐にあった小舟のように翻弄されていた。……でも好きだと言われて、舞い上がるほど嬉しい。

        「こんなこと、突然言われても、驚いてしまいますよね」

        慌てて頭を振る。

        「いえ、嬉しいです」

        ごくんと唾をのみ込んで、何か気の利いたことを言おうとしたのに、当たり障りの返事しかできなかった。すると、いつも笑顔の咲村先生が真剣な表情になった。近づいて、ゆっくりと手が伸び、私の頬を手のひらで包み込む。

        顔がだんだんと近寄り、そのまま唇を奪われた。

        キスだと理解した私は逃げることもせず、手に持っていたハンドバッグを落とした。

        とても長いキスだったけれど、私は自分から離れるようなことをしなかった。何も考えることができず、身を委ねているだけだった。

        口づけが終わった。

        どんな反応したらいいのかわからず、ドキドキしながらうつむいてしまう。

        「ごめんなさい……」

        先生は声を震わせながら謝ってきて、落としたバッグを拾って、手に持たせてくれた。

        「いえ……」

        私も好きだと言えたらいいのに、なぜか緊張して言えない。

        どうしてもウェディングドレスを着ていた写真が気になったからだ。そこには男性の姿は写っていなかったけれど……。

        咲村先生はレズビアンなのではなく、バイセクシャルなのかもしれない。でも結婚したことがあったということは、きっとそこには愛があったのだろう。

        それは過去のことなのだから、あまり気にしなくてもいいのかな。胸の中に希望が広がり、顔を上げて先生の瞳を見つめた。

        「私、今まで一度も男性とお付き合いをしたことがないんです。もちろん女性とも、お付き合いをしたことがありません……。恋愛というのもよくわからないんです……。あの人が素敵だなぁとか、一緒にいるとドキドキするなと、思ったこともあるんですが、そういうのがわからなくて」

        しどろもどろになってしまう私に、やさしい瞳を向けてくれている。

        「私……実は悩んでいたんです。先生に会うのが楽しみで、たまらないことに気がついて……」

        「星奈さん……」

        「今、してもらったキスもすごく嬉しかったです」

        自分の気持ちを素直に話すのはとても恥ずかしいけれど、勇気を出して伝えることにした。

        「まだよくわからない感情に包まれていますが、私は咲村先生とできるだけたくさん会いたいし、たくさん話をしたいです」

        一気に伝え終えた私は、顔が熱くなっていた。そんな私をぎゅっと抱きしめてくれる。

        花のような甘い香りを、胸いっぱいに吸い込んだ。

        ――幸せ。こんなハッピーな気持ちで満たされたことなんてない。

        「同じ気持ちでいてくれたんですね。わたし、すごく嬉しいです」

        まさか、先生と両思いになれるなんて思っていなくて、私は頭が真っ白。

        「星奈さん、帰りましょうか」

        「……はい」

        そのままふたりで駅まで歩いて、咲村先生の家にお邪魔することになった。

        明日の朝になったら園長先生の家に、まりかを迎えに行く。

        先生のマンションに帰ってくると、ソファーに寄り添って座った。

        好きな人とずっと一緒にいられる時間が嬉しくて、眠ることも忘れて、私たちは太陽が昇るまでいろんな話をし続けた。

        


        　

        　

    

    
        第四章　本当の気持ち

        　

        今日はウエディングネイルの取材に来ていた。

        プロジェクトリーダーから外れてしまったけれど、取材に行くのを手伝ってほしいと言われて、喜んで受けることにした。

        表参道にある路面店のネイルサロンは、桃色と白を基調としたキュートなお店だ。

        ナースのようなスカート白衣を着た女性が出迎えてくれた。

        「鮎川星奈と申します。取材に参りました。本日はどうぞよろしくお願いします」

        「よろしくお願いします。店長の安倍莉乃あべりのと申します」

        栗毛のロングヘアを一つにまとめた美人だ。

        名刺交換をして、店内の見学をさせてもらう。

        「こちらが打ち合わせスペースなんです。ここではハーブティーをご用意していまして、リラックスした状態で、打ち合わせをしています。そして奥の部屋で施術をさせてもらいます」

        　内装や施術内容にしては価格設定が安い。

        「こんなに立派なスペースなのに、とてもリーズナブルなんですが、大丈夫なんでしょうか？」

        「はい。仕入れのパーツを一気に入荷しているのと、こちらの建物を特別に安く借りているんです」

        いろいろ工夫しながら経営しているようだ。

        「効率よくお客様を入れていかないと、利益にならないのがちょっとした悩みではあるのですけど……。でも一生に一度の結婚式のネイルを担当させてもらえるのは、やはり嬉しいですね」

        にっこり笑う彼女は、とてもかわいらしくて女性の私でもドキッとしてしまう。安倍さんの話やすい性格も、人気店の要因の一つなのかもしれない。

        打ち合わせスペースに座らせてもらい、実際に提供しているハーブティーを飲ませてくれることになった。

        「どうぞ」

        模様の入ったティーカップが置かれる。

        「ありがとうございます」

        「ご出身は、どちらなんですか？」

        「ずっと東京です。故郷というものがないので憧れでますけどね。結婚して実家に帰るとか、なんかよくないですか？」

        安倍さんがチャーミングに笑った。同意して私は頷く。

        「私もずっと東京なので、その気持ちとてもわかります」

        話がとても盛り上がる。

        年齢的にも近いので、取材先の相手だとは言え、プライベートでも仲よくできそうだ。

        ネイルデザインをパンフレットでいろいろ見せてもらい、写真を撮らせてもらう。

        「かわいい……いいなぁ」

        「もしよかったら、私にウエディングネイルを担当させてください」

        即答できないことに私は苦笑いを浮かべる。まさかお付き合いしている人が、女性なんて言えないから……。

        キスをしただけで、しっかりお付き合いしようという話はしなかったけど、私と咲村先生は恋人だと思ってもいいのだろうか。

        あれから毎日のように電話をくれるし、保育園に迎えに行ったときはいつも通り接してくれるけど、視線が絡み合うと、ふたりにしかわからないアイコンタクトをしてくれる。

        安倍さんが笑みを浮かべて覗き込んでくる。

        「あれ、訳ありのお付き合いだったりしますか？」

        「え？」

        「鮎川さん絶対に、お付き合いしている人がいると思うんですけど、結婚というキーワードを出したら急に黙り込んでしまったから」

        とても鋭い。安倍さんは普段から、いろんなお客様とコミュニケーションを取っているから？

        「実は私も訳ありの恋愛をしているんです。鮎川さんととても気が合うから話ししちゃいますけど、私ビアンなんです」

        「え？」

        「彼女は、世界的なウエディングドレスのデザイナーなんですよ。名前を検索してくれたらすぐに出てきます。私は彼女と一緒に生きていくことを決めていて、もう少しお互いの仕事が落ち着いたら、ふたりでウエディングドレスを着て、写真を撮ろうって約束しているんですよ」

        恥ずかしがることなく、堂々と打ち明ける姿に私は感動していた。

        入籍をして結婚式を挙げることだけが、一生の愛を誓う場所ではないのだ。

        私と咲村先生は、まだはじまった恋愛なので、これからの未来はどうなるかもわからないし、まりかも大きくなってくれば、いろいろと理解してもらわなければいけない。

        「私も愛する人と、一緒にいることを誓うことができたら……そのときにウェディングネイルをお願いしますね」

        「ええ、お任せください」

        安倍さんはにっこりと、かわいらしい笑みを浮かべてくれた。

        「それでは、本日取材させて頂いたお話をまとめて記事にしますね。原稿ができましたらメールでお送りしますので、チェックよろしくお願いします」

        「よろしくお願いします」

        取材を終えて外に出て歩き出す。

        太陽が沈みかけている。話が盛り上がって取材が長くなってしまった。

        一度事務所に戻ってから、まりかを迎えに行こう。

        　

        一時間ほど残業してから私は、保育園にまりかを迎えに行った。いつも咲村先生が出てきてくれるのだけど、違う先生が対応してくれる。

        「まりかちゃんですね……！　眠っているのでちょっとこちらでお待ちくださいね」

        玄関に置かれている椅子に座るように言われ、私は腰をかけた。ロッカーで影になっていて周りからは見えにくい。

        ほとんどの子はもう帰っていて、園内は静まり返っていた。スマホをチェックしながら待っていると、男性の声が聞こえてきた。

        「それではお手数ですが、ご検討お願いします」

        何かの営業の人でも来ているのだろうか。

        「また何かありましたら、こちらからご連絡させていただきますので……」

        この声は咲村先生だ。

        姿を見たくて、少し顔を動かしてみた。

        彼女とスーツを着た男性が向かい合って立っている。男性はキョロキョロと瞳を動かして、他に誰もいないことを確認してから咲村先生を見つめた。

        「亜由美……ここで働いてたんだな」

        「ええ……」

        「どうして勝手に、電話番号を変えてしまったんだよ」

        ふたりは知り合いなのか、とても親密そうな口調で会話をしている。

        「ごめんなさい。あのときはまだ結婚しようという気になれなかったの……。あなたが駄目だったんじゃなくて……」

        咲村先生は頭を下げた。

        「それならそれでもいい。俺は亜由美のことを忘れたことがない。こうして二年ぶりに再会できたことが嬉しい」

        彼は小声だけど、必死で気持ちを伝えていた。

        私は聞いてはいけない話を聞いているのかもしれない……。

        「子供が欲しいって言っていたじゃないか。亜由美は子供が大好きだから、保育園の先生になったんだろう？　まだ年齢的には大丈夫だけど、ゆっくり相手を探している場合じゃないと思うぞ。俺がしっかりと守っていくから」

        彼は咲村先生のことを真剣に思っているようで、声を殺しながらも必死に気持ちを伝えている感じがした。

        「……考えさせてもらえませんか」

        「ああ。あのときの婚約はまだ解消されてないと思っているから」

        婚約？

        私は驚いて思わず声が出そうになり、慌てて口を押えた。

        咲村先生は一度結婚経験があって、離婚後、他の人との婚約をしていたの？

        意味がわからなくて、頭の中がごちゃごちゃしてしまう。

        「亜由美の返事をしっかり聞かせてほしい。連絡、待っているから」

        サラリーマンと咲村先生は、連絡先を交換して頭を下げて別れした。

        私という存在がいるのに『婚約を考えさせてもらう』ってどういうこと？　今すぐに問いただしたい気分だったけれど、まりかが先生に連れられてやってきた。

        まりかは、眠そうに目をこすっている。

        「まりか」

        「星奈ちゃん、おかえりなさい」

        「ただいま」

        まりかの頭を撫でて、微笑みかけた。

        「こちら、まりかちゃんのお荷物になります」

        「ありがとうございます」

        受け取って私は肩にかけた。

        その間にまりかは、自分で靴を履いて立ち上がる。

        そこに咲村先生が何食わぬ顔で近づいてきた。

        「お疲れ様です」

        いつもと変わらず、幼稚園の先生モードの笑顔を浮かべてくれるが、私は先ほど会話を聞いてしまったので、つい笑顔が引きつってしまった。

        「今日はまりかちゃん、絵をたくさん描いてくれたんですよ」

        「……そ、そうですか」

        「とても上手に描けていたわね！」

        「うんっ」

        「まりか、帰るわよ」

        これ以上話していたら、感情のコントロールが難しくなってしまいそうだったので、頭を下げてまりかと歩き出した。

        「先生、さよーならー」

        私に手を引かれながら、振り返り挨拶している。自転車置き場に到着して、ママチャリにまりかを乗せた。

        「星奈ちゃん……？」

        「ん？」

        背中に話しかけてくる。

        「何か悲しいことでもあったの？」

        「え？　な、なんで」

        「だって、元気がないから」

        子供に心配かけてしまうなんて、親として失格だ。まりかの前では元気いっぱいに振る舞わないと……。

        「お仕事忙しかったんだけど、まりかに会ったら元気が出たよ。今日はハンバーグを食べようか」

        「うん！」

        私はかなり動揺していたけれど、自転車を漕いで家に向かった。

        　自宅に戻り、手洗いとうがいを済ませ、テレビでアニメを流してあげる。まりかが画面に集中している間に、冷凍しておいたハンバーグを焼いた。味噌汁とマカロニサラダもさっと準備をした。

        「できたよー」

        簡単に食事をして、お風呂に一緒に入った。

        入浴を済ませて、まりかの髪の毛を乾かしてあげる。

        ベッドに寝かせて絵本を読み聞かせていると、スースーと寝息が聞こえてきた。天使のような寝顔を見て私は微笑んだ。ベッドの近くに置いてあるダウンライトを消して、リビングへ移動した。明日の準備をして一段落してから、ソファーに腰をかけてスマホを見ると、咲村先生から連絡が入っていた。

        『星奈さん、こんばんは。今日は取材だったんですよね？　お疲れ様です』

        それはさりげないけど気遣ってくれている内容で、私と話したがっているのは明らかだった。

        『取材先のネイリストさん、ビアンだったんです。すごく素敵な女性でした。先生も、一日お疲れ様でした。今日は疲れたので寝ます。おやすみなさい』

        冷たいかもしれないけれど、ラリーにならないように返事をした。

        子供が欲しいなら、私と歩む人生を選んではくれない。そう考えると不安でたまらなくなる。まだ心を通わせたばかりなのに、どうしてこんな高い壁にぶつかってしまうのだろう。

        未来の約束はそんな簡単にはできないのは、わかっている。でももっと一緒にいたい。

        私はソファーの上で頭を抱えた。自分の気持ちを優先させることで、もしかしたら咲村先生の幸せな未来を奪ってしまうかもしれない。

        私はふたりにとって何が一番幸せの道なのか、考えながら眠りについた。

        　

        　　　◆

        　

        まりかの前では、元気がない表情を見せないように、笑顔で振舞うと決めた。

        朝、保育園に行ったときは咲村先生に会わなかったからよかったけど、夕方は会ってしまうかもしれない。

        先生は、一体、何を考えているのだろう。仕事をしていても、彼女のことで頭がいっぱいになっていた。

        　

        今日も仕事を終え、保育園に迎えに行く。

        玄関に到着して出てきてくれたのは、咲村先生だった。

        「星奈……さん」

        「いつもお世話になっております」

        どんな理由があって、婚約者と連絡を取らなくなったのかわからないが、ちゃんと話し合って、結婚へ向かって歩きたいと思っているのではないか。

        はじめて人を好きになったけれど、こんなにも早く失恋してしまうの？

        大好きな彼女が私の目を見つめてくるので、耐えられなくなって逸らした。

        「どうして、目を合わせてくれないんですか？」

        周りに人がいないとは言え、仕事中なのにプライベートな話し方をしてきたので私は驚いた。

        「……もしかして、他に好きな人でもできたとか……」

        それはこっちのセリフだ。

        婚約者という存在がいるのに私にキスをしてきて、心を奪うなんてひどすぎる。

        あんなに夢中にさせて、あなたのことで頭が一杯だったのに、天国まで持ち上げられて一気に地獄まで突き落とされては、落差が大きすぎるではないか。どうせなら何もなかったほうがよかった。でも、私は社会で働く子持ちのママだ。修羅場はイヤというほど潜ってきている。私は努めて平静を装った。

        「まりかは、いますか？」

        「わたしの質問に答えてくれないんですね。すごく悲しいです」

        珍しく感情をあらわにして、今にも泣きそうな声を出している。

        私は驚いたけど、傷ついているのはこっちだと思って、何も言い返さない。

        キスをしたがそれ以上のことはまだしていないし、ちゃんとお付き合いしましょうという言葉も言われていない。

        私が勘違いしてしまっただけの話なのか。

        「今、お迎えに行ってきます……」

        咲村先生はものすごく落ち込んだ表情を浮かべて、部屋の中に入っていった。婚約者がいるのに、あんなに悲しそうな表情をするなんて、理解できない。

        玄関で待っていると、まりかと一緒にやってくる。

        いつもなら、帰る前に私たちは満面の笑みを浮かべながら世間話をするが、今日はお互いに目を見ないで、お辞儀をするだけだった。

        　

        その日の夜。

        いつも咲村先生から届いていたメッセージが、来ることはなかった。まりかのお迎えをするために、どうしても顔を合わせなければいけないけれど、今は顔も見たくないほど、辛い気持ちのほうが大きかった。

        　

        　　　◆

        　

        週末を挟んで月曜日の夜、まりかが眠った頃、電話がかかってきた。

        『もしもし……』

        「咲村先生……」

        久しぶりに、プライベートで話したのでドキドキしている。もしかしたら、もう関わらないでくださいとか、結婚します……なんて、言われるのではないかと身構えた。

        『元気がないようなのでずっと心配していました。何かあったんですか？』

        「そう、ですね」

        『わたしには、言えないことなんでしょうか？』

        どうして心配するような言葉をかけてくるのだろう。もしかすると、咲村先生は男性と結婚して、子供を産んで家庭を作っていき、その上で私と恋人のような関係を続けたいとでも考えているのか。

        そんなひどいことをする人だとも思わないけれど、私の気持ちはかなり落ち込んでいて、悪いことばかり考えてしまう。

        「幸せになってください」

        『え？』

        「子供、欲しいんですよね？」

        『ちょっと何を言っているかわからないわ。ちゃんと会って話がしたいの』

        「私は、話したくありません」

        つい感情的になって、少しきつい口調で言ってしまった。

        「咲村先生がこの先、どうしたいのか決めてください。私はあなたが出した結論を受け入れます」

        『そ、そんな……わたしが何かしたんでしょうか？　わたしは星奈さんとまりかちゃんのことを、大切にしたいと思って……』

        この前、婚約者に迫られていた情景が頭に浮かんで、私はイライラが募ってしまった。何を信じていいのかもわからない。

        「じゃあ、このまま終わりにしましょう」

        『どうして？　そんなこと言わないで！　もっと冷静になって考えましょう』

        声を聞いているとあまりにも辛くて、泣いてしまいそうになってしまい、私は電話を切った。

        鼻を啜りながら泣いてしまう。どうして私は、男性として生まれてくることができなかったのだろう。もし、私が男性だったら、あのサラリーマンから絶対に咲村先生を奪っていた。どんなに頑張ったって、子供を作ってあげることはできないのだ。

        ティッシュを何枚も取って鼻をかんで、涙を拭う。

        彼女の笑顔ばかりが頭に浮かんできて、苦しい。

        大好きだったけど、もう駄目かもしれない。私と咲村先生の関係を修復するのは、もう絶望的だ。私の気持ちはどん底へと落ちていく――……。

        「星奈……ちゃん……」

        細くてかわいいらしい子供の声に、びっくりして振り返った。

        思わず泣き顔を見せてしまっている。まりかが心配そうな瞳を、私に向けていた。

        もしかして今の話を聞いていたのかもしれない。慌てて涙を拭って笑顔を作る。

        「ちょっと、お目目にゴミが入ってしまって……」

        少しずつ、まりかが近づいてきた。地べたに座っていた私の頭を撫でてくれる。

        「悲しいことがあったんだね。でももう大丈夫だよ」

        大丈夫と言われると、なんだか不思議と気持ちが落ち着く。お姉ちゃんも私が小さいときに泣いていたら、こうして頭を撫でながら、大丈夫と言ってくれたものだ。やはりこの子はお姉ちゃんの血を引いているのだ。

        「まりかね、星奈ちゃんにお願いがあるの」

        「お願い？　どうしたの？」

        言いづらそう顔をしているが、真剣に黒くて丸い瞳を向けてくる。

        「咲村先生と仲よくしてほしいの」

        「えっ……」

        まさかそんなお願いをされると思わなくて、私は言葉を失ってしまった。

        「星奈ちゃんと咲村先生、喧嘩でもしているの？」

        「……そ、そんなんじゃないんだけど」

        「ちゃんと、ごめんなさいって言えば、許してくれるよ」

        「う、うん……」

        まりかが小指は私に出してきた。そして指切りげんまんをしたのだ。

        「星奈ちゃんが謝ってね」

        「わかった。まりか、心配すること何もないからね」

        私は幼いまりかをぎゅっと抱きしめた。小さいのに気を遣わせてしまって申し訳ない。

        私も想像でいろいろ考えてしまってばかりいたけれど、自分の気持ちをちゃんと伝えないといけないよね……。

        もう、修復は難しいかもしれない。謝っても許してくれないことを覚悟している。感情的になってひどい言葉を言ってしまったから、愛想をつかされただろう……。大事な人を失ってしまう恐怖心に包まれた。

        私は彼女のことを心から愛している。この素直な気持ちだけは真剣に届けたい。

        どんな未来が待っているかはわからないが、勇気を出すしかないのだ。

        　

        　　　◆

        　

        ネイリストの安倍さんとは短期間で、とても仲よくなった。

        安倍さんとは、メッセージアプリでやり取りをしているうちに、私も女性が好きだということを、打ち明けることができた唯一の相手だ。

        私の恋がうまくいきますようにと、応援してくれている。

        金曜日の夜に家に遊びに来てくれた。

        まりかと安倍さんと一緒に、夕食を摂ることになった。安倍さんはアルコールを持参してきたので、泊まっていくつもりのようだ。マイペースなところはあるけれど、話しやすくて気が合う。

        食事を終えてから、まりかにネイルをかわいくしてくれた。除光液など使わなくても、手ではがせるタイプのマニキュアで、子供でも爪にやさしいらしい。

        「安倍さん、とても上手！」

        「うふふ、プロだからねぇ」

        すっかりまりかは、安倍さんに懐いているようだ。

        お酒を飲んでいる安倍さんは上機嫌で、まりかを溺愛している。

        「ほんと、かわいい子だね、まりかちゃん」

        しばらく遊んでいたが九時をすぎると、まりかは眠いようで欠伸をしていた。着替えと歯磨きをさせて、安倍さんにおやすみなさいと言って、ベッドに入った。テンション高めに遊んでいたせいか、すぐに眠ってくれた。

        「それで、彼女とはどうなったの？」

        安倍さんが心配したように聞いてきたので、私は眉根を寄せる。

        「……それっきり」

        「ちゃんと会って話さなきゃ、後悔しちゃうわよ。夕方の時間帯なら、まりかちゃんを預かってあげるから、アポ取ってみな？」

        安倍さんに背中を押されて、私は勇気を出して、咲村先生に会いたいとメッセージを送信した。すぐに返事があり、明日の夕方の時間なら会えるとのことだった。

        「返事、どうだった？」

        「急で申し訳ないんですけど、明日でもいいですか？」

        「構わないよ。まりかちゃんいい子だし、問題ないから、検討を祈るわ！」

        　

        次の日、朝から予約の入っている安倍さんは早く家を出た。

        咲村先生にちゃんと気持ちを伝えられるか、緊張で唇が乾いてしまう。まりかに動揺が伝わらないように夕方まで過ごした。

        「いらっしゃい」

        安倍さんのお店に入ると、明るい声で出迎えてくれる。かわいらしい内装に、まりかは瞳をキラキラと輝かせていた。

        「すごい！　かわいいお店」

        はしゃいでいるまりかを横に、私は安倍さんにデパートで買ってきた、美味しいと評判のチーズケーキを渡す。

        「協力してくださり、本当にありがとうございます」

        「いーえ。その代わり絶対、彼女のハートをゲットしてきて！」

        私は緊張しながらも深く頷いた。すると安倍さんはニコッと笑った。

        「しっかりと自分の気持ちを伝えれば、きっと相手にわかるはずだから」

        「ありがとうございます」

        安倍さんはまりかをぎゅっと抱きしめた。

        「じゃあ私は、まりかちゃんとたっぷり遊んでるから～！　多少遅くなってもいいし気にしないで行ってきて。まりかちゃん、莉乃ちゃんとたっぷり遊ぼうね！」

        明るい声で話しかけられ、まりかはニッコリした。

        「いい子にしててね」

        「気をつけていってらっしゃい」

        まりかは嬉しそうに返事をして、私のことを見送ってくれた。

        　

        ネイルサロンを出て傘を差した。今日はあいにくの雨。

        ここの近くにあるカフェで、会う約束をしている。

        約束の時間よりもかなり早く到着してしまったが、咲村先生はすでに窓側の席に座っていた。

        彼女の横顔を見ると胸がドキッとした。すごく好きだ。こんなに誰かのことを好きだと思ったことはない。ちゃんと自分の気持ちを伝えてみよう。

        もしバッドエンドだったとしても、この恋は絶対に無駄にはならない。人生で必要な経験だったのだと、勇気を奮い起こして店の中に入っていった。

        こちらに気がついた先生が、控えめに手を振っている。

        「お待たせしました」

        「いえいえ、早く着いちゃったから。先にコーヒーを飲んでいました」

        目の前に座って咲村先生としっかりと目が合い、私は緊張で指先が冷たくなってきた。

        「まりかちゃんは？」

        「仲よくなったネイリストさんに、預かってもらってるんです」

        それまで笑顔を作っていた彼女は、悲しそうな瞳を向けてきた。

        「そう」

        気まずい空気が流れる中、ホットコーヒーが運ばれてくる。タイムリミットも迫ってくるので、私は勇気を出して口を開いた。

        「先日はひどいことを言ってごめんなさい。実は保育園に迎えに行ったときに、サラリーマンの方と、お話ししているのを聞いてしまったんです。婚約者がいらっしゃったんですね。子供が欲しいという言葉も聞こえてきました」

        「……聞こえていたのね」

        驚いた表情を浮かべた。私は振られることも覚悟しながら、自分の気持ちをしっかりと伝えようと決意し、スカートの上で握りこぶしを作った。

        「私と付き合っても、子供を作ってあげることはできません。だから子供が大好きな咲村先生には、私との交際は酷なことかもしれません。でも私は、あなたのことが心から大好きで……もし願うなら恋人として、お付き合いしたいと思っています」

        「星奈さん……」

        真剣に耳を傾けてくれている。この人はどんなときも、こうして聞いてくれていた。

        吸い込まれてしまいそうな瞳も大好きだった。

        このまま逃げ出したくなったが、後悔しないように思っていることをすべて伝えよう。

        私は再び口を開いた。

        「もしよければ、まりかを自分の子供のように、かわいがってもらえないでしょうか？　血の繋がりはないかもしれないけれど、そこに本当の愛があれば、家族という形は成立すると思うんです。まりかは、まだ小さいのでわからないと思いますが、大きくなったらちゃんと説明したいって思っているんです。お母さんがふたりいる家族もいいんじゃないかって……」

        自分勝手な言い分もあるかもしれないけれど、伝えたいことはすべて言うことができた。

        咲村先生は無言のまま、私のことを見つめている。

        プライベートで会うのはこれで最後かもしれないけれど、覚悟を決めて私は目をそらさずに見つめ返した。

        「……先生？」

        彼女の瞳にはだんだんと雫が溜まって、ポロッと涙を流した。ハンカチで目頭を押さえて、呼吸が乱れないように深呼吸を繰り返している。

        私に別れを告げるのが、辛いのだろうか？

        情が湧いてしまったし、楽しかった思い出もある。

        「ちゃんと説明していなくてごめんなさい。婚約者というのは事実なんですが、わたしは、結婚できないと過去に何度も断っていたんです。それはどうしてか……。わたしは、どうしても女性しか愛せないんです」

        咲村先生は、言葉を搾り出すように語っていく。

        「何度断ってもしつこかったので、縁を切りたいと思って、連絡先を変えました。でも、偶然に保育園に営業に来た彼と再会してしまって。あれからわたしは、はっきりと女性しか愛せないということを伝えました。やっと彼も理解してくれたんです」

        「そうだったんですか……。咲村先生の家に……ウエディングドレスの写真がありましたよね？　過去に結婚していたこともあるんですか？」

        首を横に振る咲村先生。どういうことなのだろう？

        「実は彼と婚約していたとき、ウェディングドレスは見たことがありました。わたしは子供が欲しいという強い気持ちがあったので、絶対に男性と結婚しなければいけないと思っていたんです。でも無理でした。そのときに試しに着た写真を飾っていたんですよ。……わたしだけかもしれませんが、ウェディングドレスに強い憧れがあって、記念に飾っておきたかったんです」

        恥ずかしそうに話している咲村先生も魅力的だった。

        「その気持ちわかります。私も着たいなって、思いますもん」

        私が柔らかな笑みを浮かべると、先生は少し安堵の顔をした。

        「星奈さんを不安にさせてごめんなさい。あなたが勘違いするようなことは、何一つありませんし、わたしはあなたのことを心から愛しています」

        ストレートな言葉に私の胸は熱くなった。やはりちゃんと気持ちを伝えることは大切だった。

        わだかまりを残しておくのはよくない。

        これからも一緒に先生と過ごせるのだと喜びが心を支配していくが、今度は彼女が浮かない表情をしていた。

        「わたしへの疑いは晴れましたか？」

        「はい。ごめんなさい」

        「では、わたしからも質問させてもらえませんか？」

        どうしたのだろう。なぜそんな真面目な顔をしているの？　質問って？

        何を聞かれるのかと、急に怖くなってきた。

        疑われるようなことをしたかと考えたけれど思いつかない。私は驚きながらも頷いた。

        「星奈さん、本当に愛しているのは別の女性なのではないですか？」

        「へ？」

        予想もしていなかった言葉なので、驚いて変な声を出してしまった。私は咲村先生以外目に入っていないのに、どうしてそんなことを思うのだろうか？

        「いませんよ。咲村先生以外、考えられません」

        ビックリして全力で否定をする。

        「だって……ネイリストさんに今日も、まりかちゃんを預かってもらっているのでしょう？」

        この言葉を聞いて咲村先生は、安倍さんとの関係を疑っているのだとわかった。私はありえないと思って、口元に手を持っていきクスッと笑った。

        自分のために嫉妬してくれているのだと思うと、嬉しさがこみ上げてくる。嬉しすぎて笑いが止まらなくなり、しまいには涙まで溢れ出てきて、すぐに話すことができない。

        笑っている私を見て咲村先生は、不機嫌そうな表情を浮かべた。いつも完璧な笑顔ばかり浮かべている彼女の、様々な表情が見られて嬉しい。

        「ネイリストさんとは確かに、仲よくなったんですけど、彼女には尊敬する彼女がいるんです。すごく明るくて面白い人なので、咲村先生にも紹介しますよ」

        「それじゃあ、わたしの勘違いってこと？」

        恥ずかしそうに質問してくる。

        「その通りです。とても優秀なウエディングネイリストさんです。普段からおしゃれで楽しむネイルもやっているみたいですが、咲村先生は、お仕事柄ネイルはできませんよね。なので私たちが結婚するときが来たら、ネイルも一緒にやってもらえませんか？」

        咲村先生は先ほどまで不安そうにしていたが、心からホッとしたように頬を緩めた。

        「私もウエディングドレスが着たいです。ふたりで一緒に着られる日が来たら嬉しいな」

        「ありがとう。星奈さん」

        お互いの気持ちを確かめ合うことができた私たちは、すごく穏やかな笑みを浮かべた。

        「せっかくだから、ここのケーキ美味しいらしいので、食べて行きませんか？」

        咲村先生が提案してくれたので、私は賛成して注文した。

        すごく美味しかったので、まりかと安倍さんにテイクアウトして持っていこう。

        　

        喫茶店から出た私たちは、まりかを一緒に迎えに行くことにした。

        外に出ると、先ほどまで降っていた雨はすっかりやんでいて、夕日が美しい。

        「私……なんだかこのお天気のように、すがすがしい気持ちです」

        「わたしも同じよ」

        私たちは並んで歩きながら時折、微笑む。

        穏やかな時間が流れている。これからもこの幸せが長く続いてほしい。

        ネイルサロンに到着して窓から店内を覗くと、まりかと安倍さんは何やら楽しそうに話をしている。

        「わたしのかわいいまりかちゃんが、他の人と遊んでいるところ見ていると嫉妬しちゃうわ」

        咲村先生らしからぬ発言に、私はうふふと笑う。

        「まりかは、先生のことが大好きなので安心してください。私と先生がこの前電話していたとき、こっそり聞いていたようで仲直りしてねと、お願いされたんです」

        「え？」

        「子供でも、ちゃんとお見通しなんですね」

        ネイルサロンの扉を開いて声をかけると、まりかは嬉しそうに立ち上がって、駆け寄ってきた。私はしゃがんでまりかを抱きしめる。

        「いい子にしてた？」

        「うんっ」

        元気いっぱい返事したまりかの頭を、咲村先生が撫でた。安倍さんが満面の笑みを浮かべてくる。

        「安倍さん、私がお世話になっている咲村先生です。いつか私たちのネイルをしてください」

        「ええ！　ぜひ」

        安倍さんは今の言葉で、関係がうまく修復されたと理解してくれたようだ。

        咲村先生に視線を移して挨拶をしてくれた。

        「今度みんなでパーティーでもしましょうよ。たこ焼きパーティーとか、餃子パーティーとか」

        「いいですね！」

        すぐに人と打ち解けることができる安倍さんは、咲村先生とも心を通わせてくれた。

        まりかが大人になるまで、理解してもらえないことも沢山あるかもしれないけど、私は愛する人とゆっくり愛を育んでいこうと思っていた。

        


        　

        　

    

    
        第五章　未来に向かって

        　

        咲村先生とお付き合いして一ヶ月。

        なかなかふたりきりになることはないが、まりかと三人で過ごす時間が幸せで、喜びで満たされている。

        もうすぐお盆シーズンであり、家族のお墓参りをして来るために、計画を練っていた。

        「編集長、お盆のお休みを申請してもいいですか？」

        「あぁ、構わんよ。原稿も前倒しで入れてくれたから助かった」

        快く休ませてくれるのは本当にありがたい。

        　

        仕事を終えて保育園に迎えに行くと、園長先生が出てきてくれた。

        咲村先生は他のことに対応しているらしい。

        お付き合いしてから、ちゃんと園長先生に挨拶をしていなかったけれど、黙っておくのは嫌だった。でも自分は男性ではないので、驚かせてしまうかもしれない。

        「星奈さん、こんにちは」

        「いつもお世話になっております」

        私は頭を下げてから笑顔を向けた。

        「最近、体調は大丈夫ですか？」

        「おかげさまで、元気に過ごさせてもらっています」

        園長先生は何か話したそうな顔をしている。私は真っ直ぐと園長先生の顔を見つめた。

        「あの子は、幼い頃から、女性しか愛せなかったの……」

        咲村先生のことを言っているのだ。突然だったので緊張したが、私は背筋を正した。

        「昔は理解できなくて、お見合いを勧めてしまったこともあったけれど……。今は娘の気持ちがわかるのよ。だから何でも話してくれるようになったの。お付き合いしてくれることになったんですってね」

        「は、はい。ご挨拶遅くなって、申し訳ありません」

        硬い表情のまま挨拶をする私に向かって、園長先生が手のひらをひらひらさせながら笑っている。

        「いや、そんなに改まって謝らないでください。いつかは、そういう関係になるんじゃないかなって思っていたのよ」

        「え？」

        「母親ですから娘のことは、わかるんです」

        私もまりかは自分の産んだ子供ではないけれど、母親として育てているので何を考えているのか大体はわかる。

        親として、子供の将来は楽しみであるが心配でもある。でも信念を持って何かをしたいということがあれば、心から応援するだろう。自分でやりたいことを見つけるのは素晴らしいことだ。

        きっと、園長先生も葛藤があったと思うけど、今は一番の理解者になっているに違いない

        「私は咲村先生に出会えて本当によかったです。運命の人だって思っています。まだまりかが小さいので、よくわからないと思うんですけれど、大きくなったら理解してもらって、一生一緒に過ごしていけたらなと」

        「最愛のパートナーに出会えて、娘も幸せだと思うわ。これからもよろしくね」

        園長先生というよりも、母親の慈愛に満ちた瞳だった。私は頭を下げてから、微笑んだ。

        「たまには、ふたりでデートしたいこともあると思うから、そんなときは、言ってちょうだい。私がおばあちゃんとして、まりかちゃんを預からせてもらうので」

        「はいっ、ありがとうございます」

        「では、まりかちゃんを連れてくるので、少しお待ちくださいね」

        園長先生はまりかを呼びに行った。

        私も自分の両親や姉に咲村先生を紹介したい。一緒にお墓参りに行ってもらおう。

        　

        　　　◆

        　

        園長先生にまりかを預かってもらい、咲村先生とふたりでお墓参りに行くことになった。

        先生が運転してくれる車には、ラジオから爽やかな音楽が流れている。

        私は水色のワンピースを着て、カーディガンを羽織ってきた。先生はグレー色のブラウスにフレアスカートで、今日も私服が似合っている。

        お墓は東京都内にある狭い敷地に建てられている。

        二人で花を供え、手を合わせた。

        「咲村先生よ。ずっとこの先も、一緒にいたいと思う人を連れてきたわ」

        墓石に向かって話しかける私。先生は丁寧に頭を下げていた。

        あたりはとても静かで、鳥の鳴き声や、虫の鳴き声が聞こえてくる。

        太陽の日差しが熱いので、色の白い咲村先生は、あっという間に日に焼けてしまいそうだ。

        「星奈さんのご家族に、ご挨拶できてよかったわ」

        「こちらこそ、紹介したかったので、嬉しかったです。一緒に来てくださり、ありがとうございました」

        亡き両親や姉に報告ができて、私はとてもすっきりと、肩の荷が降りた気がしていた。

        「提案があるんですけれど」

        先生が改まった様子で話しかけてくるので、私はまっすぐに見つめた。

        「まりかちゃんが保育園を卒園して小学生になったら、一緒に暮らしませんか？」

        「一緒に？」

        ほぼ毎日会っていて、連絡も取り合っているけれど、なんと素敵な提案なのだろう。想像するだけで嬉しくて言葉にならない。

        交際はしているが、二人の関係は今までと変わりなくて、不安なところもあった。

        「考えたんですけれども、女性が一緒に住んでいたって、何も疑われることがありませんよね。ルームシェアしている人だっていますし。さすがに保育園に通っているうちは、保護者の目もありますので……」

        私とまりかのことを、大切に考えてくれているのが伝わってきて、胸が熱くなった。

        「ぜひ、一緒に暮らしたいです」

        「では、まりかちゃんが小学校に入学して落ち着いたら、家を見つけましょう」

        咲村先生がウインクする。かわいらしくて、ついぽわーんとなってしまう。

        　

        車に乗って、海が見えるレストランに移動した。

        デートするなら、ここに行きたいと前から思っていたところだ。

        店内には数組のお客さんが来ていた。窓側の席が空いていて、私たちはテーブルを挟んで向かい合って座る。

        「ここは、何が美味しいお店なんですか？」

        「シーフードカレーがとても美味しいみたいですよ。あと、シーフードドリアも」

        「じゃあ二つとも頼んで、シェアしましょうか？」

        先生の提案に私はカップルらしいなと思って、嬉しい気持ちを抑えながら頷いた。店内は大きな窓があり、天気がいいので窓が開いている。風が入ってきて、彼女の髪の毛を揺らしていた。あまりにも美人なので、すごく絵になるなぁなんて思いながら見入ってしまう。

        「綺麗」

        私はついつい呟いた。

        先生はにっこりと笑う。

        「本当に綺麗な景色ですね。休日を満喫できているっていう感じで嬉しいです」

        「景色も綺麗なんですけど……、先生のほうがもっと」

        恥ずかしそうに、彼女が頬を桃色に染めた。

        いつもしっかりしているのに、甘いセリフをつぶやくと、乙女のような表情をすることがある。一緒に過ごすうちに、私はもっともっと彼女のことが好きになっていた。

        「お待たせしました。シーフードカレーとシーフードドリアお待ちしました」

        アルバイトふうの若い男性店員さんが愛想よく言って、テーブルに置いてくれた。ホタテやイカ、エビが大きくカットされている。一口食べると魚介の味が濃縮されていてとても美味しい。

        「すごく美味しいわ！」

        頬を触りながら喜んでいる彼女の表情を見ると、私まで嬉しくなってしまう。

        「シェアしましょう」

        そう言った先生だったが、私はカップルらしいことをしたくて、自分のカレーをスプーンで彼女の口元に運んだ。

        「あーんしてください」

        「えっ？」

        すごく恥ずかしそうにしている仕草が、またたまらない。遠慮しながらも口を大きく開いている表情もとてもかわいい。もぐもぐと咀嚼して、何度も何度も頷いている。

        「うん！　こちらもすごく美味しいわ」

        「さすが評判のいいお店ですね！」

        にっこりと微笑むと、今度はお返しとばかりに、彼女がスプーンを私の口元に持ってきた。

        「星奈さん、あーん」

        素直に大きな口を開けると、彼女は慈愛に満ちた瞳で微笑んでくれる。

        咲村先生って本当に魅力的な人だ。

        お姉さんのような、妹のような、母親のような、すべてを兼ね備えている素敵な女性だと改めて思う。

        「シーフードドリアも美味しいですね」

        「ええ。ここのお店に来て正解！　今度、まりかちゃんも一緒に連れてきてあげましょうね」

        「はい！」

        何よりも私の大切にしているまりかのことを、自分の子供のように考えてくれている彼女に、感謝で胸がいっぱいである。

        　

        ランチを終えた私たちは、お土産を買って行こうという話になり、街へ向かう。

        まりかはかわいい物に目がなく、特にピンク色が大好きだ。

        路面店を歩いていると、ショーウインドウにかわいらしいディスプレイのされているところがあった。

        「ここ、入ってみましょうか？」

        入ってみたいなと思ったお店に、先生が「入りましょう」と言ってくれたことが以心伝心みたいで嬉しい。

        にっこりと頷くと、先生も笑顔を浮かべてくれる。

        店内に入ると、かわいらしい雑貨がたくさん置かれていた。

        海の近くということもあり、店内には貝殻を使った雑貨も置かれている。貝殻の形をしたアクセサリーケースや、キーホルダーもあって、それがキラキラとラメが付けられている。きっとまりかがここに遊びに来たら、あれも欲しいこれも欲しいと目移りするだろう。

        「見て、星奈さん」

        ニコニコしながら手にとって見せてくれたのは、水着を着た手のひらサイズのうさぎのぬいぐるみだった。

        「これならまりかちゃん、喜ぶのでは？」

        「そうですね！　水着姿のうさぎを見たら、海に行きたいと言うかも」

        「それなら、夏の間に海水浴に連れていきましょう」

        ふたりでいても私たちは、まりかの話題で持ちきりだった。

        　

        お土産を買い終えてもまだ時間があったので、海辺を少し歩くことにした。

        大好きな人と、こうやって過ごすのはとても幸せだ。

        一緒に暮らせる日が来るのが待ち遠しい。それまでにマンションの情報収集をしておこう。

        砂浜にハンカチを敷いてふたりで座った。波音が心地よくて、海風がとても穏やかだ。

        「わたしからプレゼントがあるんですけど」

        「え？」

        小さな紙袋を手に持って、微笑んで差し出された。まさか、プレゼントまで用意してくれているなんて！　驚きと喜びで心臓が破裂しそうなほど動いた。遠慮しながらも受け取って、胸の前に抱きしめる。

        「ありがとうございます……嬉しくて、驚いています」

        「開けてみてください」

        「はい」

        お洒落な茶色の紙袋に入っていたのは、細長い箱だった。リボンを解いて中を見てみると、ハートの形をしたネックレスが入っている。とても素敵で、自分がつけるのはもったいないと思ってしまうほどだ。

        私は感動のあまり、涙がボロボロとあふれてきた。

        「こんなに素敵なものを、本当にありがとうございます」

        「この前アクセサリーショップに入ったら、たまたま見つけたんだけど、星奈さんに似合うかなと思って。大好きな人にはいつも肌身離さず着けていてほしいの」

        彼女の独占欲の強い言葉の意味を理解すると、胸が熱くなっていく。こんなにも愛されているのだ。私はなんという幸せ者なのだろう。喜びが全身を走り抜けて、爆発しそうなくらい、幸福感に満たされた。

        誰もいない砂浜に並んで座っている私たち。

        先生が私の髪の毛に手を差し込んできて、ゆっくりと顔を近づけてくる。額同士をくっつけ合い、かなり至近距離で目があった。ドキドキしすぎて、心臓がおかしくなってしまいそうだ。

        波の音が聞こえて風が吹いているのに、この世界には大好きな咲村先生しかいないような気がして、私は他に何も考えられなくなってしまった。

        私の頬をやさしく包み込んで引き寄せられる。そのまま唇が重なり、唇を割って舌が入り込んできた。

        甘すぎる口づけに、頭がぼーっとしてくる。

        何度も顔の角度を変えながら、私たちは夢中でキスをした。唇が離れると先生は妖艶な笑みを浮かべて立ち上がり、私が立ち上がるために手を貸してくれた。

        私はキスだけで体に力が入らないほど、翻弄されていた。

        あまり時間がなかったけれど、私たちにはどうしても、ふたりきりになる環境が必要だった。お互いに言葉を発していなかったが、同じ気持ちであったことは間違いないと思う。

        車に乗ると先生は真剣な表情で運転をし、彼女の家に向かっていた。

        　

        やがて到着すると、私たちは同じ気持ちだったようで、待ちきれずに玄関先でキスをする。お互いに抱きしめながら、体温を感じつつ貪り合うように……。

        私はキスすることに慣れていないけれど、今は彼女の唇に触れていたくて、一ミリも隙間を開けないほどくっついていたかった。

        パンプスを脱いで、キスをしながらリビングルームに移動し、ソファーに倒れこんだ。

        先生が私の髪の毛に手を差し込んできて、真剣な瞳を向けてくる。

        「星奈さんは、誰とも付き合ったことないんでしょ？」

        「……はい」

        恥ずかしいけれど、素直に答えた。

        「わたしがすべてをもらってしまっても、いいのかしら？」

        私はドキッとしながらも、こくりと頷いた。

        先生の瞳の中に自分が映り込むほどの距離で、今までに見たことないくらいやさしい視線を注いでいる。

        「大切にするから……」

        先生は私の唇の弾力を確かめるように、丁寧なキスを重ね、ゆっくりと首筋に唇が降りていく。チュッチュと音を立てて吸いつかれ、くすぐったくてたまらない。

        経験のしたことのない感触に全身が粟立つ。

        「んっ……」

        「緊張しなくていいのよ。わたしがすべて教えてあげるから」

        コットン生地のワンピースを着ていたけど、今日は暑かったので体が少し汗ばんでいる。

        汗臭くないか恥ずかしかったけれど、求められていることが嬉しくて、拒否をするという選択肢はなかった。

        ワンピースの上から、胸の膨らみをゆっくりと揉みあげられる。

        誰ともこういうことをした経験がないので、未知の世界で心臓がドキドキと破裂しそうだった。

        フロントボタンが外されて、下着があらわになる。恥ずかしいけれど、目をそらさないでこの光景を受け入れることにした。

        ブラジャーの上から胸を揉まれ、私の体温は上昇していく。フックを外されて楽になるが、尖りきった胸の先端が見えてしまった。

        「感じてコリコリしているわね」

        先生は唇をくいっとあげて笑っている。

        その姿があまりにも美しくて、私は耳が熱くなってしまった。

        硬くなってしまった蕾を、彼女が口に含んで舌先で丁寧に転がされる。経験したことのない快感に、体がピクピクと勝手に動き出す。

        こういうときはどんな反応したらいいの？

        困惑した表情を浮かべると、彼女は楽しそうに笑っている。

        「どうしたの？」

        「恥ずかしくてたまらないんです」

        声を震わせながら呟いて、瞳を見つめた。先生は私の頭を撫でてくれた。

        「もう、本当にかわいいんだから」

        愛情を含んだ声音だった。

        かわいいなんて言われたことがほとんどないので、なんだかくすぐったい。でも大好きな人からの言葉なので全然嫌じゃなかった。

        全身にキスをされながら気がつけば、あっという間に一糸まとわぬ姿になっていた。

        先生はまだ服を着ているのに、自分だけ真っ裸になってしまったなんて……。

        恥ずかしくてたまらない。

        人に見せたことないところまで、たっぷりと愛撫してくれる。

        愛してくれているのが伝わってきて、胸がジーンと熱くなった。

        ソファーの上で太ももを開かれて、大きく足を左右に割られると、そこから蜜が溢れ出した。顔を近づけて繊毛を掻き分けると、敏感になった粒もペロペロと舐めあげてくる。

        私は仰け反り、甲高い声を発してしまった。このまま続けられたら、どうなってしまうのだろう。不安と期待が入り交じる中、どこかに達してしまうのではないかと思ったとき、先生はやめてしまった。

        　どうしたのかと思っていると、彼女は恥ずかしそうに服を脱ぎはじめた。

        無駄な贅肉のない、美しい体のラインに釘付けになってしまう。先生は口元に笑みを浮かべた。

        「そんなにじっと見つめられたら、照れてしまうわ」

        お互いに一糸まとわぬ姿になると、私をギュッと抱きしめてくれた。彼女の柔らかい素肌の感触が、まるでマシュマロみたいで心地いい。

        先生が私の胸の先端を、指の腹で撫で回してくるので、敏感になっていく。

        「先生……っ……はっ……」

        耳元に唇を近づけてきて、甘くてとろけてしまいそうな声で囁かれた。

        「恋人なんだから先生はないでしょう？　ちゃんと名前で呼んでほしいわ」

        名前で呼ぶって、ちょっと勇気がいる。それと同時に特別な関係になれた気もする。躊躇していると彼女は胸の先端をつまみ上げた。電流が走り抜けるような快楽に体が震えてしまう。

        「ほら、もっと気持ちよくしてあげるから……下の名前で」

        「あ、亜由美さんっ」

        「よくできました」

        亜由美さんは妖艶な笑みを浮かべると、私の胸の蕾を舌で転がしはじめた。ねっとりとした舐め方……。脳裏に焼き付いて離れなさそうだ。

        体中にキスをされ、ついには濡れそぼった姫壺に舌が入り込んでくる。

        「駄目……そこは……あっ、んんっ」

        次から次へと蜜がとろりと出てきて、快楽のあまり体が震えてきた。ジュルっと音を立てて吸われると、正気でいられなくなってしまう。

        敏感な蕾を指先で弾き、亜由美さんの美しい指が中に入ってくる。

        「星奈さんのココ、狭い……。ピンク色で美しい花びらみたいよ。かわいい」

        卑猥な言葉なのに、彼女が言うと綺麗に聞こえてしまうのだから、不思議だ。

        指を奥まで入れられ、ゆっくりとかき混ぜられる。経験したことのない快楽に襲われて全身の血流が激しく動き出し、大切なところに集中していくような感じがした。

        「亜由美さん、そんなに刺激したら……はぁんっ……あああっ」

        パチンと何かが弾けた。

        一瞬、呼吸が止まったかと思った。次の瞬間、信じられないほどの快楽が押し寄せたのだ。

        体がピクンピクンと痙攣している。

        「うふふ……ちゃんとイケたようね」

        これが……絶頂を迎えるという経験なのか。

        火照った体をソファーの背もたれから起こすと、亜由美さんはいつも以上にやさしいキスをしてくれた。

        「愛しているわ」

        「わ、私も愛しています……」

        彼女の首に手を回すと、力強く抱きしめ返してくれる。身も心も亜由美さんの愛で満たされて、涙がボロボロとこぼれた。こんなにも愛し合える人に、出会えた奇跡に感謝したくなる。体の奥から喜びが湧き上がり、泣き笑いをしてしまう。

        涙を拭ってくれて亜由美さんは微笑む。

        「さ、着替えさせてあげるわ」

        「大丈夫ですよ……」

        「かわいがりたいのよ」

        脱がされてしまったブラジャーも、ショーツも、コットンワンピースもすべて着せてくれて、髪の毛まで整えてくれる。

        こんなことをされたら、早く一緒に住みたくなってきた。

        焦ってはいけない。一番いいタイミングが来るまで待ち続けよう。

        私たちには幸せな未来が待っているのだと信じて……。

        「さ、まりかちゃんが待っているわ。迎えに行きましょう」

        先ほどまで熱を含んだ視線を向けていたのに、いつものやさしい亜由美さんの瞳に戻っている。私は笑顔で頷いて立ち上がった。

        お土産を渡したら、まりかはきっと喜んでくれるだろう。

        外に出ると空は赤く染まっていた。

        お墓参りを、一緒にすることができて嬉しかった。

        来年も、その次の年も一緒に過ごしていられますようにと、私は空を見上げながら心の中で強く願うのだった――。

        　

        　　　◆

        　

        ……………時が流れて、まりかは高校を卒業し、この春から大学生になる。

        今は春休みを満喫している最中だ。

        今日は朝からなんとなく気持ちがそわそわしている。

        テーブルに座り、まりかと亜由美さんと三人で朝食を摂っていた。

        彼女とは、まりかが小学生の頃から一緒に暮らしていて、すっかり家族になっている。

        まりかは、母親がふたりいるような環境で育った。

        中学生の頃に、私と亜由美さんの関係を聞かれたことがある。まりかは、ある程度大人になったので包み隠さずに話をした。まりかはちょうど、同じクラスの男の子に初恋をしていたようで、複雑な表情を浮かべていたけれど、彼女なりに理解してくれていたようだ。

        高校を卒業したら、私と亜由美さんはウエディングドレスを着て、一緒に写真を撮ろうと約束をしていた。そして、ついに今日その日がやってきたのだ。

        出会ってから十三年という月日が流れて、少し年齢を重ねてしまったけれど、亜由美さんは昔のまま美しい。

        食事を終えて出かけようと準備をはじめたとき、まりかが慌てた様子で声を上げた。

        「ちょっと待って」

        私と亜由美さんは、何事かと思って振り返る。

        「ウエディングドレスを着て、写真を撮るんだよね？　もしよかったら、私も付き合わせてもらってもいい？」

        予想外の言葉に、私たちは目を合わせた。

        「もちろんよ。むしろ大切な日に立ち会ってくれるなんて嬉しいわ」

        亜由美さんが、柔らかな笑みを浮かべながら頷いた。

        その言葉を聞いて、まりかも安堵したようだ。そして、どこに隠し持っていたのか、手紙を出してきたのだ。

        「ふたりに向けて、手紙を書いたんだけど、読んでもいいかな？」

        何を言われるのかとドキドキしてしまい、私は固まってしまう。もう大学も決まっているのに、これから進路を変えたいとか言い出さないだろうか？

        まさか、そんなことはないと思うけど、何を言いたいのだろう。

        「いいわよ」

        こんなときも、亜由美さんは落ち着いて返事をする。

        私は感情の変化が激しいほうだけど、亜由美さんはいつも筋が通っていて、私にアドバイスをしてくれる。

        「星奈ちゃん、亜由美さんへ。高校を卒業するまで、私を育ててくれてありがとう。ちゃんとお礼をしていなかったので、今日という特別な日に、感謝の気持ちを伝えたいと思い、手紙を書きました。私のお母さんは小さい頃に死んじゃっていますが、寂しい思いをしたことは一度もありません。お父さんがいなくて、お母さんがふたりいるという変わった家庭環境ですが、それでも私は、嫌だと思ったことはないです。今日は、ふたりが結婚式の代わりに、ウェディングドレスを着て写真を撮るのですね。本当におめでとうございます。家族の形なんて、人それぞれでいいんだなーって思っていて、私は友達にも胸を張って『お母さんがふたりいるんだよ！』と言えます。本当にありがとう。これから私は、大学に行っていろいろなことを学びます。まだ少しの間お世話になりますが、どうぞよろしくお願いします」

        　

        手紙を読み終えたまりかは、恥ずかしそうにはにかんだ。

        「まりか、ありがとう」

        私は小さい頃からのまりかの姿がフラッシュバックして、熱いものがこみ上げてきた。思わず両手で顔を覆ってしまい、肩を震わせながら涙を流した。

        「星奈ちゃん、泣かないで」

        まりかが照れながら背中を擦ってくれると、盛大に号泣してしまった。

        彼女を育てるために、大変な思いをたくさんしたけれど、亜由美さんの力も借りながらここまで大きくすることができた。まりかはとても立派な大人に育ったと思う。天国の姉もきっと喜んでくれているに違いない。

        まりかも辛い思いをしたことも多いだろうけど、本当にいい子に育ってくれた。

        亜由美さんもポロポロと涙を流している。

        「まりかちゃん、こんな私たちのことを受け入れてくれてありがとう。これからも私たちはあなたのお母さんだからね。遠慮しないで、何でも頼っていいんだからね」

        まりかはうんと元気よく頷いた。

        姉が生きていて、私がまりかを育てることがなければ、亜由美さんと出会っていなかったかもしれない。辛いことも悲しいこともあるかもしれないけれど、人生にはすべてに意味があるのだなと深く感じている。

        人生これ以上嬉しいことってあるのかな？　いろんなことを乗り越えてきて本当によかった。三人で抱き合って、嬉し涙を流した。

        やがてまりかが笑い出す。

        「ちょっと、二人ともこれから写真を撮るんだよ！　目が腫れちゃう」

        私たちの部屋には明るい笑い声が響いていた。

        　

        「はーい、完成！　本当におめでとう！」

        写真を撮りに行く前に安倍さんのネイルサロンで、ウエディングネイルをやってもらった。白をベースにパールがあしらわれている。綺麗な爪を見ると、夢をついに叶えられたのだと胸が熱くなる。また泣きそうになってしまったけど、涙は我慢。せっかくの写真なのだから、最高に美しい姿で記録に残したい。この日のためにお菓子も我慢していたんだから。

        「これからもますます、幸せになってね」

        安倍さんはプリザーブドフラワーをプレゼントしてくれ、送り出してくれた。

        　

        ウエディングフォトをやっているスタジオに移動して、早速着替えをする。

        私たちは安倍さんの彼女にデザインをしてもらった。世界的に有名なデザイナーであるけれど、安倍さんの友人だからと格安でやってくれたのだ。

        亜由美さんは、Ａラインで肩が開いているタイプ。胸元にダイヤモンドのようなキラキラとした宝石がちりばめられた刺繍が入っていて、裾はふんだんにレースが使われたもの。

        私もＡラインで肩が開いている。胸元が花びらのようにひらひらとしたレースがあしらわれていて、裾にはバラの花びらが縫い付けられたような、ゴージャスなドレスだった。

        お互いに年齢を重ねていたので、ちょっとかわいらしすぎるかなと思ったけれど記念だからよしとした。

        首元にはキラキラとしたネックレスを付ける。亜由美さんの鎖骨のラインがとても綺麗で、私は見惚れてしまった。白い手袋と、レースのベールをつけて、髪の毛もセットしてもらい、手にはお揃いの白いブーケを持った。

        着替え終えて見つめ合う。

        ふつふつと歓喜がこみ上げてくるが、まだ夢の中にいるようにぼうっとする。きっと数日過ぎた頃、現実だったのだとわかるのではないか。この言い表せないほどの幸福感を鮮明に記憶しておきたい。

        ふたりで手をつないで登場すると、まりかは瞳を潤ませて喜んでくれている。

        「星奈ちゃん、亜由美さん、すっごく、綺麗！」

        まりかは祝福の拍手を送ってくれた。

        「おふたりとも、とても美しいですよ。リラックスしてこちらを見てください」

        カメラマンの呼びかけに緊張しながら、私たちはレンズを見つめた。

        愛する人とウエディングドレスを着て、撮影をする……夢が叶った――。

        言葉では言い表せないほどの喜びに包まれる。

        これからも、いろいろなことがあるかもしれないが、何があっても家族で乗り越えていこう。

        　

        　

        　

        完

        


        　

        この作品はフィクションです。実在の人物・団体・事件などにはいっさい関係ありません。

        本作品の全部あるいは一部を無断で複製・転載・配信・送信したり、ホームページに転載することを禁止します。

        本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

        また有償・無償にかかわらず、本作品を第三者に譲渡することはできません。
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